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1.本書は、2006(平成 18)年度に実施 した山梨県北杜市

長坂町塚川地内に所在する頭無A(か しらなしえ―)遺
跡の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、中山間活性化ふれあい支援農道整備事

業 (人 ヶ岳南地区・長坂 4工区)に伴 う事前調査であり、

事業主体である山梨県中北農務事務所より委託を受けて

北杜市教育委員会が実施 した。

3.発掘調査は 2006(平成 18)年 10月 16日 から2007(平

成 19)年 2月 22日 まで実施 した。整理作業 。報告書作

成については 2007(平成 19)年 4月 4日 から2008(平

成 20)年 3月 31日 まで実施 した。

4 発掘調査および整理作業において一部の調査・業務を

以下の各機関に委託 した。

航空写真撮影 いスカイ・サーヴェイ

鉄剣・鉄釧の保存処理 側帝東大学山梨文化財研究所

一吉卜の石器分析 。実涙J図作成 爛アルカ

ガラス玉片科学分析 山梨県立博物館

5 本書の執筆・編集は、村松佳幸 (北杜市教育委員会生

涯学習課長坂郷土資料館担当兼文化財担当)が行つた。

旧石器時代石器については爛アルカ角張淳一氏に、ガラ

ス玉片科学分析については山梨県立博物館沓名貴彦氏に

原稿を執筆 していただき掲載した。

6.遺構・遺物の写真撮影は村松が行つた。旧石器時代石

器写真は爛アルカ角張氏が、ガラス玉片拡大写真は山梨

県立博物館沓名氏が、鉄釧のレン トゲン写真は側帝京大

学山梨文化財研究所鈴木稔氏が撮影 した。

7.本報告書に関わる出土品及び記録図面 。写真等は、北

杜市教育委員会に保管している。

8.発掘調査および報告書作成にあたつて以下の諸氏、諸

機関のご協力・ご指導を賜った。記して深く感謝の意を

表す次第である (五十音順・敬称略)。

山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県中北農務事務所、

山梨県立考古博物館、山梨県立博物館

石神孝子、角張淳一、沓名貴彦、小林健二、小林広和

下島綾美、杉山和徳、鈴木 稔、大工原豊、土屋了介

中山誠二、保坂和博、保坂康夫、三田村美彦

人巻奥志夫

1.第 7～ 9図 の座標値は 日本測地系 (旧 日本測地系 ,

Tokyo Datum)の 数値である。第 7図のグリッドの左下

と右上の座標値を世界測地系数値に変換すると以下のと

お りである。

日本測地系   世界測地系

左下 X座標 :-205900m→ -20237.9550m

Y座標 :-9520,Om → -9801.7956m

右上 X座標 :-203000m→ -19947.9655m

Y座標 :-9410.Om → -9691.7962m

遺構図版中の北を示す方位はすべて座標北である。

2.掲載 した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則 として以下

のとおりである。

遺構 調査区全体図 :1/1,200、 1/400、 1/200

住居跡・竪穴状遺構・溝 :1/60

周溝墓 :1/120、 1/60

土坑・ピット・炉跡・組石遺構ほか 11/30

遺物 土器 :1/3・ 1た、土製品 :1/2、 ガラス玉片 :1/1

石器 :2/3。 1/3・ 1/6、 鉄製品 :1/2・ 1/3

3 遺構図版中の遺物分布のマークは、●が土器を、△が

黒曜石を示す。遺構図版中の網掛けは焼土を示す。遺構

図版中の断面図脇にある数値は標高を示す。

4.遺物図版中の網掛けは磨面・木質都・繊維痕・赤彩・

黒彩を示す。土器断面図中の黒塗 りは須恵器を示す。拓

影図で両面を載せているものは、外面―内面―断面の並

びで配置している。

5.遺構図版中の平面・断面図中の遺物番号、遺物実測図

番号、遺物観察表番号は一致 している。表中の括弧付き

数値は残存値である。

6.土層説明における土色表示は、小山正忠・竹原秀雄

2003『新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術会議

事務局監修・財団法人 日本色彩研究所色票監修を使用 し

た。

7.第 2図は、国土地理院発行 1/200,000地 勢図「甲府」(昭

和 55年編集 平成 10年修正)を基に作成 した。第 3・

5図は、国土地理院発行 1/25,000地形図 「若神子」 (平

成元年発行)を基に作成 した。第 4・ 6図は、国際航業

株式会社 1994年調整 1999年修正、1/10,000長坂町全図

を基に作成 した。
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写 真 図 版

、 3号住居跡図版 7 1号住居跡カマ ド、 2号住居跡
(南から)口絵 1 頭無A遺跡 C区全景

                    号住居跡カマ ド、 4号住居跡3
C区周溝墓群 (真上から)

号住居跡カマ ド、 5号住居跡45号周溝墓 (北から)                          

、5号住居跡カマ キ
ロ絵 2 5号周溝墓埋葬主体部 (南から)

号土坑、 9号土坑、54号土坑遺物出土状況①図版 8 5鉄剣出土状況、鉄釧出土状況

:号土坑遺物出土状況②、61号土坑、 6号溝54           .ピ

ント群

鉄釧、ガラス玉片

                          、群、C区土坑区土坑 。ピッキ

鉄剣、

                         B,玉片拡大写真口絵 3 ガラヌ

             ル       図版 9 旧石器時代石器
口絵 4 蛍光X線分析から得 られたスペクト

図版10 6号住居跡 1号埋甕、 6号住居跡出土土器①

号住居跡 2号埋甕、 7号住居跡埋甕
(耳 ヒから)          6図版 l A区近景 (北 から)、

                    号住居跡 1号埋奏、 8号住居跡 2号埋甕

B区北側近景

C区北側近景 (南から)、 C区南側近景 (北から)      8

号住居跡出土土器①、 8号住居跡出土土器②
6号住居跡、6号住居跡炉、6号住居跡 1号埋甕       8

8号住居跡出土土器③、 8号住居跡出土土器④
6号住居跡 2号埋秦

図版 2 7号住居跡、 7号住居跡炉、 7号住居跡埋甕    図版■ 55号土坑出土土器①、55号土坑出土土器②

号周溝墓出土土器、 7号周溝墓出土土器5
8号住居跡、 8号住居跡 1号炉

号周溝墓出土土器、 8号周溝墓出土土器
8号住居跡 2号炉、8号住居跡 1号埋甕           6

。4号周溝墓出土土器2
8号住居跡 2号埋甕

図版 3 9号住居跡、 9号住居跡炉、 9号住居跡埋甕        遺構外出土弥生土器①

遺構外出土弥生土器②
ll号住居跡、11号住居跡炉

図版12 鉄剣、鉄釧、鉄釧レントゲン写真
55号土坑遺物出土状況

ガラス玉片、鉄剣の木質都
55号土坑埋設土器出土状況①

鉄釧の付着布
55号土坑埋設土器出土状況②

図版 4 1号 組石遺構周辺遺物出土状況①

l号組石遺構周辺遺物出土状況②

l号組石遺構①、 1号組石遺構②

l号周溝墓 (北から)

2号 (奥 )。 3号 (手前 )周溝墓 (東から)

4号周溝墓① (南から)、 4号周溝墓② (北から)

図版 5 5号周溝墓① (西から)、 5号周溝墓② (南から)

5号周溝墓埋葬主体都① (北から)

5号周溝墓埋葬主体部② (東から)

)5号周溝墓埋葬主体都③ (南東から

鉄剣 (手前 )と 鉄釧 (奥 )①

鉄負1(左 )と 鉄釧 (右 )②

図版 6 5号周溝墓鉄剣出土状況

5号周溝墓鉄釧出土状況

5号周溝墓養出土状況、 6号周溝墓

7号周溝墓、 7号周溝墓姿出土状況

8号周溝墓、 1号住居跡



第 1章 調査の経緯 と概要

第 1節  発掘調査 に至 る経緯

山梨県は、人 ヶ岳南麓 において南北に走る国道や地方

主要道路 を東西に結び、地域間の連結・連携 を強化す る

ために中山間活性化ふれ あい支援農道 (以下、ふれ あい

支援農道)の整備 を計画 した。それは農産物及び畜産飼

料な どの流通・輸送 を合理化 し、地域の農業や酪農 の振

興を促進するためでもあ り、事業の推進が急がれた。

2000(平成 12)年、長坂町産業課 (当 時)を通 し長坂

町教育委員会 (当 時)に、工事施工区間内の埋蔵文化財

包蔵地有無の照会があ り、その該 当箇所 を回答 した。そ

れ以降、長坂町内では段道遺跡、蟻塚遺跡、上条宮久保

遺跡が同事業に先立ち発掘調査 されている。

同事業 と並行 して農道建設予定地西側 に大規模太陽光

発電実証研究施設建設 の計画があ り、2006(平成 18)年

度それに先立ち、農道整備部分 を含 めて試掘調査 を実施

した (第 5図 )。 試掘調査の結果、縄文時代 。平安時代・

中世の遺構・遺物が確認 され、特に縄文時代の遺構 は中

期後半の馬蹄形集落 と推定 され、農道整備吉卜分 にも縄文

時代 中期後半の集 落の一部が存在す ることが分かった。

事業主体である山梨県農政部 中北農務事務所、北杜市役

所産業観 光部農政課 と協議 した上で工事範囲 2,600∬ を

対象に、2006(平成 18)年度 に発掘調査 を、2007(平成

19)年度に整理作業・報告書刊行 を実施することとした。

2006(平成 18)年度 の発掘調査経費は、5,455,855円

で、調査経費負 担協 定 に基づ き山梨県 中北農務事務所

が 5,450,000円 を負 担 し、北 杜 市 が 5,855円 を負 担 し

た。2007(平 成 19)年度の発掘調査経費 (整理作業)は、

3,064,339円 で、調査経費負担協定に基づき山梨県中北農

務事務所 が 3,040,000円 を負担 し、北杜市が 24,339円 を

負担 した。頭無A遺跡の発掘調査経費の総額は 8,520,194

円である。

この発掘調査に係わる事務手続きは次のとお りである。

文化財保護法第 94条による通知 :平成 18年 9月 28日 付け中北農

第 1781号

同通知に係わる指示通知 :平成 18年 10月 13日 付け教学文第

1891号

調査経費負担協定書 (発掘):平成 18年 10月 2日 付け中北農第

1789号 1

文化財保護法第 99条による発掘着手報告 :平成 18年 10月 23日

付け北社生学第 7894号

同条による発掘終了報告 :平成 19年 2月 22日 付け北杜生学第

7895号

発掘調査実施結果報告書 (発掘):平成 19年 4月 13日 付け北社生

学第 10582号

埋蔵物発見届 :平成 19年 2月 22日 付け北杜生学第 7896号

埋蔵物保管請書 :平成 19年 2月 22日 付け北社生学第 7898号

埋蔵文化財保管証 :平成 19年 2月 22日 付け北杜生学第 7897号

調査経費負担協定書 (整理):平 成 19年 4月 2日 付け中北農第

1590号

発掘調査実施結果報告書 (整理):平成 20年 4月 9日 付け北社生

学第 34号

本発掘調査の 日程は以下のとお りである。

2006年 9月 14日 ～ 15日 :調査対象範囲の除草

10月 16日 ～ 20日 :重機 による表土剥作業

10月 23日 ～ :発掘調査着手

2007年 2月 8日 :航空写真撮影

2月 22日 :発掘調査終了

4月 4日 :整理作業着手

2008年 3月 31日 :整理作業終了

第 2節 発掘調査の概要

本遺跡 内における今回の調査は、農道整備 とい うこと

もあ り、南北約 300m、 東西約 10mと 南北に細長い形 を

している (第 4・ 6図 )。 既存道路 との関係で調査 区は 3

つに分かれ、北か ら,贋 にA～ C区 として調査を行 つた (第

7図 )。 A区は 670だ 、 B区は 483だ、 C区は 1,447ポ で、

合計面積は 2,600だ である。

調査 区は基準点沢1量 を行い、この点に基づ き調 査 区の南

西側 に原点を設 け、そこか ら 10m四 方のグ リッ ドを設定

した。西か ら東に 1～ 12、 市か ら北へ A～ ADと グ リッ ド

名 をつけた。

調査 は、重機 によ り表土層 を設1ぎ、その後人力で遺構

確認面まで掘削 した。遺構確認面に至 ると丁寧 に精査 を

行 い、順次遺構 の確認 を行 つた。遺物はある程度大 きい

ものは出土 した原位置で光波測量機 による記録・取 り上

げ作業 を し、小 さいものについては一括遺物 と して取 り

上げた。遺構は土層断面 。遺構平面図を光波測 量機 によ

り図化 した。調査の状況に応 じて遺物出土状況や土層断

面、遺構完掘状況な どの写真撮影 を行い、 C区 の一部で

航空写真を撮影 した。

発見 された遺構 は、縄文時代 の竪穴住居跡 5軒、平安

時代 の竪穴住居跡 6軒、縄文時代の土坑 11基・ ピッ ト1

基、弥生時代中期の土坑 1基、弥生時代後期の周溝墓 8基、

溝 7条、土坑 55基、 ピッ ト129基、炉跡 1基、組石遺構

1基、竪穴状遺構 1基である。出土遺物は、縄文・弥生・

平安時代の土器・石器が 30箱分出土 した。
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第 3節 発掘調査組織

発掘調査組織は以下のとお りである。

調査主体 北杜市教育委員会

事務局  教育長 小清水淳三 (～平成 19年 H月 )

櫻井義長 (平成 19年 11月 ～)

生涯学習課長 原哲也 (～平成 19年 3月 )

原一元 (平成 19年 4月 ～)

調査担当 村松佳幸

(長坂郷土資料館担当兼文化財担当)

発据作業員 秋山かつゑ  浅川人重子  浅野 好生

粟沢 美香  小尾 トヨ子  加藤 歩美

菊地美千代  酒巻 正道  清井ゆき枝

関  祐二  田中  彰  津布久功二

豊浦 和子  名取 初子  野口 和政

日向登茂子  矢ケ崎健三 矢ケ崎重浩

矢ケ崎 初

整理作業員 有野 明子  丼出 由美  白倉めぐみ

清井ゆき枝  原 万紀子

第 2章 遺跡周辺の環境

第 1節 地理的環境

北杜市は山梨県の北西部に位置 し、北臣摩郡下の 8町

村が合併 して誕生した市である。北は人ヶ岳、東は瑞桔山。

金峰山を代表とする秩父山地や茅ヶ岳、西は甲斐駒ケ岳

などが連なる南アルプスと、周囲の山々を含む広大な面

積をもつ市である。

本遺跡は山梨県北杜市長坂町塚川地内に所在 し、人ヶ

岳南麓のほぼ中央に位置する (第 2図 )。 山体が崩壊 して

起こった韮崎岩層流により形成された人ヶ岳南麓は、標

高 1,200m以 上が急峻な山岳地帯になってお り、それ以

下は比較的緩やかな地形となり、高原や台地等が広がる。

裾野は釜無川 と塩川によつて浸食され、特に釜無川側は

七里岩 と呼ばれる長さ約 30 kmに およぶ侵食崖が形成 され

ている。

人ヶ岳台地の上も中小河川により浸食 され、南に下が

るにつれてその度合いを増す。本遺跡は鳩川が浸食 した

河岸段丘上にあるが、その段丘面でも幾つかの沢が入 り

込み、大小の舌状台地が発達する。その中のやや広い平

坦面をもつ苦状台地に本遺跡は立地する。

本遺跡の範囲は南北約 700m、 東西約 200mと 細長く、

台地全体に展開する。今回の調査区は遺跡の南側にあた

り、南に下がる緩傾斜面と、それから続く平坦面からなる。

標高は 658～ 670mで ある。

現在、東隣の舌状台地上に中央 自動車道が南北に走っ

ている。遺跡南端には両台地の間の沢を利用 した溜池が

作られ、周辺田畑への灌漑用水 として利用されている。

第 2節 歴史的環境

本遺跡の周辺には台地上を中心にさまざまな遺跡が存

在する。本調査区の北端で夏秋地区と塚)|1地 区との境界

がある。両地区で調査された遺跡をいくつか紹介する。

塚川地区では、本遺跡から南東約 200mの ところに頭無

遺跡があり (第 3図 4120)、 1973(昭和 48)年 に中央 自

動車道建設に先立ち発掘調査 された (山 梨県教萎 1975)。

縄文時代中期後半と古墳時代前期の集落が発見 された。

中期後半は曽利 I式～V式期の住居跡 16軒 あり、環状集

落の半分が調査された。

塚川十二塚群は、1969(昭 和 44)年に中央 自動車道建

設により東前田遺跡 として発掘調査されている (山 梨県

教委 1970)。 十二塚と呼ばれる小丘群の調査ではあったが、

出土遺物はなく時期や性格を論 じるだけの考古学的証拠

は見つからなかった。

宮久保遺跡は、1997(平 成 9)年に団体営圃場整備事業

に先立ち発掘調査されている (長坂町教委 1999)。 縄文時

代中期末～後期初頭の住居跡 2軒、後期前半の敷石住居

跡 2軒、後期前半の弧状の列石遺構 1基、平安時代の竪

穴住居跡 4軒・掘立柱建物跡 1棟、中世の竪穴状遺構 2基、

集石遺構 2基、溝状遺構 2条 などが発見された。

下村遺跡 (第 3図 4127)は、2006(平成 18)年 に農道

改良工事に伴い発掘調査 され、中世の竪穴状遺構 1基・

溝 9条・地下式坑 1基などが発見された。

塚川の土塁は、本遺跡から南に約 l kmの ところにある

(第 3図 4126)。 発掘調査はされてない。台地を横断する

ように東西方向に造 られ、約 100mが 現存 している。屋

敷の土塁と考えられるが、その伝承はなく、性格は不明

である。

夏秋地区では、本遺跡から北東約 500mの ところに夏

秋天王塚古墳がある (第 3図 4189)① 中央自動車道の脇に

存在 し、一部壊 され石室が露出している。昭和初期に発

掘された記録が残 り、人骨や大刀・馬具・土器などの副

葬品が石室内の見取図とともに記されている (北 巨摩郡

教育会 1932)。

本遺跡から北約 100mの ところに大々神十二塚がある

(第 3図 4113)。 現在、塚 らしきマウン ドが 4基存在する

がその性格は不明である。平成 13年 に宅地造成に伴い発

掘調査が行われ、塚からやや離れたところから平安時代

住居跡 2軒が発見されている。
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第 3章 発見された遺構 と遺物

第 呵節 基本層序

A～ C区の基本層序は次の通 りである。A区の基本層

序は図示 しなかつたが、暗褐色の表土層の下に褐色土が

あり、その下は直 ぐに黄褐色土になる。黄褐色土で遺構

確認面となり、その深さは現地表面から約 20 cmで ある。B・

C区 とも遺構確認面までの深さは同様である。

B区は第 8図のとお り、上から暗褐色土層、褐色土層、

にぶい黄褐色土層である。 3層 は 2層 から変化する漸位

層と考えられる。遺構確認面は 3層 上面である。旧石器

時代石器は、一部は 2層 や遺構内から出土 しているが、

主に 3層から出土した。

C区は第 8図のとお り、上から暗褐色土層、褐色土層、

にぶい黄褐色土層、黄褐色土層である。 2層は遺物包含

層であり、 3層上面が遺構確認面である。

第 2節 旧石器時代

旧石器時代遺物 と考えられる石器を選び出し、いアル

カに図化等の整理を委託した。以下はその所見である。

1)頭無A遺跡の石器 《爛アルカ》

1.石器の選択

石器はあらか じめ教育委員会から選択 されたものを、

さらに選択を重ねて 20点 の石器を提示することにした。

ナイフ形石器が 2点出土しているので、その石質・剥離

面の風化に近い石器を選択した。結果は、黒曜石が 18点、

頁岩 1点、水晶 1点 となった。

なお、この選択は肉眼での翌択であるので、縄文時代

の石器が部分的に混在 している可能性もある。

2,石器の説明 (第 17・ 18図 )

ナイフ形石器 (1と 2)は一側縁基部加工のナイフ形

石器である。 とくに 1のナイフ形石器は調整打面をもつ

打面を残 してお り、先端が開くのが特徴である。こうし

た調整打面の石刃は間接打撃の可能性が高い。 2のナイ

フ形石器は 1と ほぼ同じであるが、打面と先端が欠損 し

ている。

3は頁岩の石刃で、巾の狭い平坦打面をもつ。 コーン

形状からはソフ トハンマーである。剥離軸が捻れている

ことから直接打撃の所産であろう。

4は使用痕のある石刃である。打面・末端辺 ともに折

れている。裏面右辺に連続 したマイクロフレイキングが

みられるが、これは対象物に押 しつけて掻き取るように

した際にできるものである。またマイクロフレイキング

の形状が均―で剥離痕がやや深いため、対象物は黒曜石

よりも硬い物体であろうと推定される。 5は水品の縦長

剥片である。水晶は非常に硬く、割れにくい。おそらくハー

ドハンマー (素材は水晶と同等の硬 さの石など)の直接

打撃であろう。打面が線状のため、作業面の縁をこする

ように剥離作業が行われたと思われる。

6は楔形石器 とした。裏面の右向こうの剥離面のみが

ポジ面で、その他の面はすべてネガ面である。背面の上

方向からの剥離面はコーンが潰れた状態で残 り、背面末

端辺の下方向の剥離面はコーンが吹き飛んでいる。 こう

した状態の剥離面ができるには、台石の上にこの石器を

置き、上方向から垂直打撃を行 うのが妥当である。 した

がって楔形石器 とした。 しかし、何度 も打撃を繰 り返 し

ているわけではなく、数回の打撃でとどまつている。

7は剥片素材の石核転用の使用痕石器である。背面向

こうから掻器の加工状の剥離面があるが、これは石核の

歪んだ稜線を矯正するための石核調整加工である。裏面

の手前に下方向からの剥離面が 2枚あるが、これは主要

剥離面を切つてお り、この石器が縦長ま1片 の分厚い末端

辺を打面に、主要剥離面を作業面とした石核であること

がわかる。その剥離作業は 2枚の剥離面で終わつている

が、打面となる元の該1片 の末端辺はステ ップ状に折れて

お り、やや不可解な打面 となっている。そして、その後

に裏面右側辺向こうにマイクロフレイキングが付いてい

る。 8は ソフ トハンマーの直接打撃の使用痕剥片である。

節理面の平坦打面で、コーンが歪んでいるのがよくわか

る資料である。 .

9は平坦打面の縦長剥片。剥離軸にね じれが無く、打

面厚も 3 11ullと 小さい。おそ らくソフ トハンマーのパンチ

による間接打撃であろう。10は末端が石核底面まで取 り

込まれた石刃である。調整打面で、ソフ トハンマーのパ

ンチによる間接打撃と思われる。11は石核成形剥片であ

る。平坦打面で、打面厚 2.4 11HIl。 ソフ トハンマーのパン

チによる間接打撃であろう。背面には旧作業面の縦長最1

片剥離面が観察できる。12は剥片断片。13は右側辺にわ

ずかに旧作業面が残るので、打面再生剥片であろう。打

面は点状で、ハンマーが石核縁辺を擦 るようにして剥離

されたものである。

14、 15は剥片。16は剥離の開始部が曲げタイプの剥片

である。従つてコーンはみられない。設1離角が 150° であ

ることが、曲げの剥離を示 している。17は打面と末端辺

が欠けている石刃である。18は 二次加工剥片 とした。加

工は打面を切るように反方向からの剥離があり、また右

側辺を叩き折つている。このような加工は、しばしば縄

文文化にみられる削器にあるので、この石器が旧石器時

代のものであるのかは、加工の点で確証がもてない。
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しか し素材は両設打面の石刃である。 こうした石器は類

例が必要である。19はハー ドハンマーの直接打撃の剥片。

20は偏平で小形の原石である。

3.石器群の様相と編年的位置

この石器群の特徴は 2つ ある。それは一側縁基都加工

のナイフ形石器をもつ石刃石器群であること、もうひと

つは黒H召石の原産地が蓼科冷山群に偏つていることであ

る。ナイフ形石器の特徴からは、南関東のⅦ層相当の石

器群に類似するが、一側縁の基都加工は類例を求めなく

てはならない。原産地の問題は、こうした編年的位置相

当の石器群が存在するか否かを課題 としなければならな

いだろう。いずれにしても、蓼科冷山群の黒曜石に偏在

する石刃石器群が稀少例であることは今のところ確かで

あろう。 <文責 角張淳一 >

第 3節 縄文時代

縄文時代の竪穴住居跡は、 6・ 7・ 8・ 9,11号住居

跡の 5軒発見された。いずれもC区南側からの発見であ

る。 6～ 9号住は曽利Ⅳ式期、■ 号住は曽利Ⅳ～V式期

に帰属する。 6～ 9号住は埋甕を伴い、 6。 8号住は埋

甕が 2基埋設 されてお り、それぞれ拡張された住居 と考

えられる。炉は石が抜かれていたが、11号住を除き石囲

炉であろう。 6・ 8号住は 5本の主柱穴をもつ住居である。

5。 6。 7・ 9。 10。 11・ 12・ 13・ 14・ 54・ 56号土坑 と、

2号 ピントが縄文時代のものと考えられる。

縄文土器は曽利式土器が数多く出土し、次いで中期末

の土器が多く出上した。曽利式の中でも曽利Ⅳ式の出土

が多い。五領ヶ台式・務沢式 。新道式・藤内式・井戸尻

式の中期前半の土器は数点 しか出土 していない。後期初

頭の称名寺式 。後期前半の堀之内式も数点の出土である。

6号住から土偶 4点・土鈴 1点 が出土 している。14号

土坑から土錘が 1点出土している。

各住居跡の詳細は第 3表、各土器 。石器の詳細は第 5。

6表を参照されたい。

第 4節 弥生時代

組石遺構がA区から 1基発見 されている (第 60図 )。

方形の石囲炉のような形態で、区画中に礫が埋まってい

た◎焼土や炭化物が確認できなかったので炉と断定はで

きない。遺構内から弥生中期条痕文土器片がわずかに出

土 している。周辺からも条痕文土器や石鍬 と考えられる

打製石斧が出土している。おそらく掘 り込みがごく浅い

竪穴住居か、平地式住居であつたと思われる。

55号土坑は弥生時代中期の土坑で、長軸 1.68m、 短軸

142m、 深 さ 40 clllで ある (第 58図 )。 底部から小型壷の

胴下半部が正位で出土 し、南壁に石皿が立てかけられて

いた。覆土中から数多 くの条痕文土器 と、黒曜石や石鏃

等の石器も出上 した。人骨は出土していない。壷の胴下

半部が出土 しているので墓墳 とも考えられるが、貯蔵穴

の可能性も否定できない。

弥生時代後期の周溝墓が 8基発見された。全てC区に

存在 し、南北約 70mの範囲に造られている。方台部の大

きさから2つ のグループに分けられる。10～ 13mの大型

のものが 3基 (1・ 4・ 5号周溝墓)、 5～ 6mの小型の

ものが 5基 (2・ 3・ 6・ 7・ 8号周溝墓)である。溝

の共有は 2。 3号周溝墓だけで、それ以外はそれぞれ独

立して造 られている。 1・ 4号周溝墓の主軸はほば同じ

であるが、5号周溝墓の主軸は異なっている。これは、1・

4号周溝墓と5号周溝墓 とでは築造時期に差があった可

能性がある。 6・ 8号周溝墓は、遺構全体を調査 してい

ないので断定できないが、円形になる可能性がある。

5号周溝墓の中央に埋葬主体部が 1基確認 され、その

中から鉄剣 1振・鉄釧 1点・ガラス玉片 4点が出土した (第

70・ 71図 )。

遺構外からは弥生時代中期～後期の土器が出土してい

る (第 61・ 62図 )。 後期の土器は周溝墓群周辺から出土

しているが数は少ない。中期の土器はA区 とC区 を中心

に数多く出土している (第 89図 )。

各遺構の詳細は第 3・ 4表、各遺物の詳細は第 5・ 6。

7表を参照されたい。

第 5節 平安時代

平安時代の竪穴住居跡は 1・ 2・ 3・ 4。 5・ 10号住

居跡の 6軒発見された。 1号住はA区、2号住はB区、3・

4・ 5。 10号住はC区にある。縄文時代の住居跡や弥生

時代の周溝墓より広い範囲に分布する。帰属時期は、出

土した甲斐型郭等か ら判断 し、 3号住が宮ノ前編年Ⅵ期

(830～ 860年頃)、 2・ 4・ 5。 10号住が同Ⅶ期 (860～

890年頃)、 1号住が同Ⅷ期(890～ 920年 頃)と 考えられる。

9世紀中頃から 10世紀初頭の集落である。カマ ドが確認

できた 1～ 5号住では全て東壁に構築 されていた。中で

も2号住のカマ ドは南東隅に近くに作 られている。50号

ピットから土錘が 1点出土し、形態から平安時代のもの

であろう。詳細は第 3・ 5表 を参照されたい。

第 6節 時期不明

土坑 55基、ピッ ト129基 、 1号竪穴状遺構・ 1～ 6。

8号溝が時期不明な遺構である。詳細は第 3・ 4表 を参

照されたい。なお 7号溝は欠番である。
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第 3図 頭無A遺跡周辺の遺跡分布図 (1/25,000)

嘲
ね

第1表 頭無A遺跡周辺の遺跡地名表
遺IvniN。  進跡 名

4063 柳坪B追跡
4064 小屋敷遺跡

4065 久保地遺跡

4066 成岡遺跡
4068 曲田遺跡
4069 石原田北遺跡
4070 石原田南遺跡
4071 塚原遺跡
4101 _L町 遺跡
4103 東村A遺跡
4104 東村B遺跡
4105 中村遺跡
4106 錨田遺跡
4107 西村遺跡
4108 中反遺跡
4110 長閑屋敦跡
4111 白山神社前遺跡
4112 上ノ屋敷遺跡
4113 大々神十三塚
4114 大々神A遺跡
4115 大々神B遺跡
4116 治郎田遺跡

04117 頭無A遺跡
4118 樫木遺跡
4119 塚川・υ「坪遺跡
4120 頭無 (二本木)遺跡
4121 新田遺跡
4125 上久通北遺跡
4126 塚川の上塁
4127 下村遺跡
4128 塚川十三塚群
4134 寺前遺跡
4138 北村遺跡

時代

縄/弥/古/平

縄/平 /L卜

糸電

縄/弥/平

平

縄/平 /Hコ

縄/平

縄/平/中 /近

縄/平

縄/平

古/奈/平

古/奈/平

平

古/奈/平

縄/平

古/平/中

平

縄/平

平/中

平

古/平

旧/縄/弥/平/中

旧/縄/弥/平/中

弥/古/平

縄/近

縄/古/中

縄

縄/平

中

中

縄

縄

縄/弥/古/中

遺跡No  遺跡名

8087 高内B遺跡
3088 老ケ森B遺跡
3089 西ノ原B遺跡
3090 菖蒲原B遺跡
3091 官地遺跡
3092 御所遺跡
3093 柳田B造跡
3094 津囲遺跡
3095 中久保A遺跡
3102 藤代A遺跡
3103 宮の前A遺跡
3105 官の前B遺跡
3106 西久保遺跡
3107 後原遺跡
3108 長崎A遺跡
3109 長崎・後原遺跡
8110 長崎B遺跡
31H 中久保B遺跡
3112 宮尾根A遺跡
3113 官尾根B遺跡
3114 宮尾根C遺跡
3116 新井A遺跡
3117 西ノ入遺跡
3119 束入遺跡
3120 宮渡戸遺跡
3130 舟山遺跡
3135 西ノ原遺跡
3139 老ケ森A遺跡
3141 柳田A遺跡
3144 丘の公園前遺跡
3149 下風呂遺跡
3152 上蔵原塁跡

迪跡No 違 跡 名      時 代

4139 新居遺跡    縄
4140 相古氏屋敷跡   中
4142 植松氏屋敷跡   中
4164 大林遺跡    旧/縄/江
4167 西屋敷遺跡   古
4168 上町南遺跡   縄
4169 龍角西遺跡   縄/古/平/中

4170 龍角遺跡    古/平
4171 長坂上条遺跡  縄/弥/古/平/

4175 和田道跡     弥/古/平
4176 古屋敷遺跡   縄
4179 渋沢 L町遺跡  縄
4181 柳坪苗遺跡   平/江

4182 柳坪北遣跡   縄/弥/平
4185 酒呑場東遺跡  縄/弥/平

4186 山本遺跡    縄
4187 北村東遺跡   縄/古
4188 大久保遺跡   縄/中

4189 天王塚古墳   古
4195 紺屋遺跡    縄/平 /中

4196 治朗田北遺跡  縄
4206 長坂上条・藤塚  古/平
4207 池之窪遺跡   縄/平
4208 段道遺跡    縄
4210 蟻塚遺跡    縄/古/平
4211 _し 条宮久保遺跡  縄/平/江
3072 菖蒲原A遺跡   縄/平 /中

3076 神明遺跡    平/中

3082 東田。原屋敷遺跡 縄/平 /中

3083 石田前遺跡   縄/平/中

3084 上ノ反遺跡    縄/弥/平/中

3085 高内A遺跡    縄/平/中

3086 大正寺遺跡   縄/平 /中

F寺 十ヽ

縄/平/中

縄/平/中

縄/古 /平

縄/中

縄/平

縄/平/中

縄/平/中

平/中

縄/平/中

縄/中

縄

糸電

縄文/平安

縄/古/中

縄/古/平/中

縄/平

縄/平/中

縄/平

縄/中

縄/中

縄/平

平/中

縄/平/中

縄/古

縄/古/中

弥

縄/古

平/中

平

縄

縄

中
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第11国 遺構分布図② (1/200)
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Ч

ペ

ゴ

げ
　
０
傷
Φ
　
Φ
ヨ

6号住 炉

a 659 9o

6号住■層観察(調査区西璧)

,表■

immロ ーム粒やや多■、晴褐色主やや多二
,mmロ ーム粒多重、炭化物少二、褐色主多量
5mmローム競小量、褐色土少重

晴欄色主やや多二.5mmIF― ムれ少五
1～5mmローム触小た、Ⅲlし物少二、褐色■少量
1～Smmローム撤多霊、薦褐色主やや多二、炭化物少圭
,～ 5n輌 ローム鶏多長、褐色土やや多二、Dt化 物少量
I IImロ ーム撤多二、炭化物少■、偶色土少登
5～ 10nm「 l―ム粒小長、炭1ヒ物少量、暗櫓色主少量
lmmロ ーム粒少景、滅化物少■

暗褐色■やや多二、5mmローム麓少量、決化物少量

Dt化物多量、暗褐色主少二

決イし物少二、晴褐色■少二

炭化物少二、晴褐色■少IH

5mmローム油少二、暗栂こ主少畳
地山

10YR2/3黒褐色主

10YR3/4暗掲色土

,OVR3/3暗褐色土

iOYR4/3に ぶい黄褐色土
IOYRe/4暗褐色土

iOYR4/4にぶい褐色■

8 iOVR3/2黒 掲色主
9 10YR4/8に ふい責禍色土
iO iOYR4/4褐 色■

,l iOYR4/6経 E主
12 10YR3/6責 褐色主
i3,OYR4/C褐色土

,4 10YR4/4褐 色■
lS iOYR5/4に ぶい責掲こと
lGヽ OYR4/6福 色土
17 10YR5/4に ぶい責褐色主
i8iOYttS/6賓 褐色土

0       (1:30)      IH

6号住 1号埋輩
6号住 2号埋甕

む 659 9mc659 9m

、〃
フ

6号住2号埋妻主層観察 血9“ 8

1 10YR4/4褐色土    暗褐色土やや多登、lmmロ ームれ少量、炭化物少畳
2 iOYR4/6褐色±    Ommロ ーム粒少量、暗褐色土少量
9 10YR4/6褐色土

1号埋甕～2号埋甕、出土遺物①

-25-

6号住1号埋甕土層観察 阻945,

1 10YR4/4褐 色±    5mmロ ーム粒少量、暗掲色上少量、炭化物者干
2 10YR4/31=ふ い黄禍色■ lcmロ ーム粒少量、晴褐色■少長
3 10VR4/4褐 色土    ,cmロ ーム粒少量、炭化物少量
4 10YR4/alこ ぶぃ黄褐色■ l cIIロ ーム粒少量

山
　
　
遇

同捌
０
巨

⑧

屋

Ｌ

士Ч_f「!i2_十一―一三∵
｀

4152

第 21図 6号住居跡炉、
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第 22図 6号住居跡遺物出土状況

-26-

Ｄ

∂

ゎ〆

Ｍ

Ｍ
／

／

／



(

uЭOI     (91)     0

朋
〃鰯野∈



＼ぶ＼＼＼
＼＼＼＼＼

0       (● 3)      10Cn

第24図  6号住居跡出土遺物③
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●
∪

尋

０

０
⇔
９

ヽ
ヨ

・ 0

A6605m
I周澪墓の南溝

7号住■層観察
1 'OYR2/3黒 褐色土
2 10YR2/1黒 色土
3 10YR3/3暗褐色土
4 10YR2/1黒 色土
C iOYR3/2黒 掲色土
0 10YR9/1黒 褐r。土
7 10VR3/4暗 褐色土
B IOYR3/S晴 褐色土
9 10YR4/4掲 色■
101げYR3/3暗褐色上
11 10YR2/3黒 褐色主
12,OYR4/4褐 色■
10 10VR3/4暗 傷色土
14 10YR3/o晴 褐色■
15 10YRO/?黒 褐色土
16 10YR3/4暗 褐色土
17 10YR4/4褐 色土
10 10YR4/6褐 色土
19 iOVRν 4褐色土
20 10YR2/3黒褐色土
21 iOYRO/4暗褐色土

5mnロ ーム粒少景、演化物少量
,cmロ ーム粒少量、炭化物少二
纂褐色■少量
褐色■少量、暗禍色■少量、5mmロームhl少 量
褐色■やや多曇、暗褐色■、炭化物少量
暗褐色■多量、6mmローム粒少量
褐色主多量、5mmローム粒少量、炭化物少量
lmmロ ーム粒少量
晴褐色■多量、炭化物少量
福色土多量
Π葺褐色■やや多量、褐色■少量、炭化物少二
暗福色■多長、5mmロ ーム粒少量、炭化物少量
褐色土多量、5mmロ ーム粒少量、炭化物少量
褐色■多量、5mmローム数少量、炭化物少量
炭化物少量
掲色■多長、痕化物少量、資褐色■少量
晴褐色土多量、炭化物少量
晴褐色土多量、資褐色主やや多量、炭化物少量
明褐色主少量
暗褐色土多量、Ommローム粒少量
褐色とやや多量、黒掲色土少量

a'

7号住 埋甕

!⑥げ!ё
=

7号住 炉

a 660 2Ⅲ

啜

7号住埋獲■層観察 Nぃ060,

1 10YR4/0褐 色■    5mmローム粒少量、炭化物少量
2 10YR4/4褐 色土    炭化物少量、5mm日―ム粒少長、皓福色土少量
9 10YR4/31iぷ い責褐色± 0～ iOm研 ローム粒やや多量、炭化物少量、暗褐色土少量

第 25図 7号住居跡、炉、埋甕

Ъ
b 660 0m    b′
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第 26図 7号住居跡遺物出土状況、出土遺物
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＼

＼

③

δ

＼＼＼判ガオ一

鍔

/＼
。′

焼土

7p

8尋住工層織寮

' IOYR4/4福
色土

2 10YR4/6褐 色■

3 10YR4/6褐 色■

4 10YRS/a黄 褐色■

S iOYR4/4福 こと

6,OYR4/4褐 色土

A6590m

lm‖ ローム社少二、炭化物少二、暗格色土少曇
5～ iOmmローム油やや多重、炭Iヒ物やや多量、暗褐色主やや多二
1～ 3cmロ ーム粒少二、Dtlヒ 物少二、暗褐色■少ニ
地山

11Tロ ーム競多二、炭化物やや多垂、購褐色とやや多二
lm“ローム社やや多至、炭1ヒ物やや多量、晴褐色主やや多二

C6590m

第 27図  8号住居跡
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8号住

3,OYR3/4暗 褐色
=     

擁■鶏やや多量、炭化物やや多量、1～3cmE― ム粒少量、褐色土少ヨ

a 658 5m 658 5m

8号住2号炉■層観察 (併b′ )

,iOYRワ 4褐色主

2 iOYRν O褐色土

3 iOYRO/4皓 IB色 主

b'

8号住 1号ピット

軸
l iOYR4/6褐 色■

2 iOYR4/4福 色土

1～5mmロ ーム社少重、炭1ヒ物少二
5mmローム撤やや多疑、暗褐色■やや多量、炭化物少IB

icnロ ームれ少量、炭化物少量
i～3mE―ム粒やや多二、炭化物少A
擁土粒多量、1～38m口~ム疑やや多量、炭化物やや多重

〕△翻》内一

８

　
　
　
　
　
Ｃ

ｏ　
　

　

　

Ｃ

。

8号住 2号埋養
 

―性o工③_

ゆい駆　　　　．Ｆ准獅いい
e 658 5m

d'

a号住2号 埋箋土層親票 N89'9a

l10YRワ 4褐色■

2 10YR3/4晴穏色■

3,OYR4/6褐色■

5m辟 ローム徹少二、炭化物少ヨ

,cmロ ーム油少二、Dtイし物少■
5mmロームれ少二、炭化物少ニ

第 28図 8号住居跡 1号炉、2号炉、1号埋甕、2号埋奏、1号 ピット

d 658 5m
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第 29図 8号住居跡遺物出土状況
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第30図  8号住居跡出土遺物①
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第31図 8号住居跡出土遺物②
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第33図 8号住居跡出土遺物④、住居変遷図、6号住居跡住居変遷図
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貿
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|

|

◎
０

A6604m A'

B 660 3m B'

9号住土躍観察 東壁 (A―A)
1 10YR4/4編 色土

2 10YR3声購褐色土

9ヽ OY負 9/0晴 褐色主

4 10YR4/4縄 色主

5 10YR3/4暗 褐色土

6 iOYRe/8暗 褐色■

7 10YR2/e黒 穏色■

8 iOYR4/餌 こぷい費褐色土

9 10YR4/4福 色主

iO 10YR2/2黒 褐色主

lI 10Yn4/6褐 色主

,2 iOYR4/4褐 色■

,3 iOYRV6裾 色土

14 10YRν 41こぷい黄掲色主

IS 10Yn4/6福 色■

5Tmローム救やや多二、

炭化傷少量
1～ 5m市 ロームれ少二、

炭化協少二、褐色土少ニ

5～ 10mmローム純やや多量、

永化協やや多二、皓穏色土やや多ニ

i昴 m日―ム釉少量、炭化物少量

糧色■やや多量、Smmローム粒少量、

黒褐色
=少

二

inmロ ーム粒少二、福色■

少量、皓褐色土少畳

1～5mmローム粒やや多二、

留 :粋含豊ぷ試輩瑳荘汗  96603m
炭化物少二、暗格営■少貴
lmmロ ーム粒やや多■、褐色

■やや多霊、晴褐色土少量

黒福色■少量、贈福色■少霊

I～ 5mmローム散少量、炭化物

少二、暗褐色土少量

女禍色■やや多二、Smmローム

粒少二、炭化物少量、皓褐色主少重

黄褐色■やや多量、晴撮色■

少量、決水化物少食

暗掲色土やや多量、決化物少■

a

C'

σ
　
φ
銅
Φ
　
Φ
ヨ

・　
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
．

伊

ヽ

１
１１
年
十
１

9号住 埋甕

ヴ

／

は
ヽ

a 659 6m a'

9号住埋蓋■層掘察 No 953つ

1 10YR4/0褐 色土    炭化物少長、贈褐色土少量
2 10YR4/6褐 色土

第 34図 9号住居跡、炉、埋甕

9号住 炉
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第35図 9号住居跡遺物出上状況、出土遺物①
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11号主主層観察 (D―a)
1 10γ R5/6黄裾0と
2 iOYR3/3暗 愕色■

4根のカク乱

6 ⅢOYR3/3暗 褐色主

6 iOYR4/3に ぶい策褐色土

7 10YR4/4褐 色土

a10YR4/6掲 0■
0 10YR3/4皓 褐色土

10 10YR3/4暗 褐色土

1,10Y憮 4/4褐色■

+2 iOYR4/割こぶい黄褐色土

,310Y騨 /6褐 色土

14 10YR4/4褐 と主

8 660 0m

A6600m

C6597m

福色■やや多量 炭化物

少登、5“ mロームli少 員

暗禍色土多二、よ1ヒ物

少量、5mmロ ーム壮少二

1音福色土やや多重、炭化

物やや多二、5mmローム粒少量

ヽ
埋

主

主

表

|サ

//

//

//

//

//
//

//
//

//

/

11号住 炉 主層観察
1 10YR4/C褐 色■   炭化物少量.5mmロ ームれ少登 碗■対少量 寅褐0■ ,長

暗福色土少三

黒褐色土多二、掲色土多二 Dt化物やや多二、Ommロ ーム粒少景 猥 ?

褐色主やや多三、炭化物少二、5mmロ ーム社少二、9層より明るい

a含褐こ主やや多と、炭化物少二、5mmローム粒少量

皓掲色主多二、icnコ ーム粒少■、炭化物少ニ

暗褐色土やや多二、,Cmロ ーム監やや多二、炭化物少二

暗褐色■多二 炭化物少二、5mmロ ーム粒少三

十
<・

０
じ

,1号住■層観察 (A一A)
, itY漁 4/0掲 色土

2 iOYR4/4鵜 色i

3,OYR4/4褐 色■

4 iOYR4/4褐 色土

5 10YR3/3贈 褐0■
6 10VR3/3暗 褐色土

C' フ10YR3/4皓褐色土

0      (13)     10Cコ

8 iOYR4/4褐 色■

9 iOYR4/6欄 色■

しよりあり

暗褐色■やや多量 .

■漁ローム粒少二、

炭化物少二

iOmロ ーム漑少置、

福色主少三

inm日 ―ム燕少二
1師ローム粒少量

方ク舌し埋と、

褐色主少二
1-5mmロ ームれやや

多二、構色主多量

炭化物少二、黒褐

色土粒少量、盛土 ?

暗褐色■やや多二、

5mmロームXi少二、
決化物少ニ

黄褐色主ブロック

やや多量、及化物

少量、暗褐こと少登

第37図  11号住居跡、炉、出土遺物①

__「→ 5周溝墓の主体部
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第38図  11号住居跡遺物出土状況、出土遺物②、1号炉跡
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nI

鰯�l出

1～ 9号土坑土唐親察 (A― A)
1 5YR3/8暗 赤褐色■  褐色■少霊
2 10YR4/3暗 褐色■   1～ 3mmローム粒少量、黒褐色主少量、1層 より明るい、3層 より暗い

0 10YR4/4褐 色■    lcmロ ーム瓶少量
4 25YR4/0オリーブ褐色土 暗tB色土少量

5号土坑 (卜A.)

1 10YR3/4暗褐色上   明福色土やや多二、炭化物少量、lmn「l―ム粒少ニ
2 10YR4/4福色±    lcmロ ーム税少量、炭化物若干
3 10YR4/0褐色土    地山

A6650m

第 39図 1～ 5号土坑、出土遺物
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鯵 胤
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η
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第 40図 6,12・ 13号土坑、出土遺物
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“

号■坑■層親寧
1 10YR3/31き 褐色土   炭化物少量、明掲色主少量

2 10YR4/餌 こぷい黄褐色土 暗褐色土やや多裁、炭化物着千

第 41図 7・ 8・ 14号土坑、出土遺物
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飴 焼

9号■坑 (A― Aつ

1 10VR3/4暗 掲色■   炭化物やや多景、明褐色工多量

2 10YR3/1黒 褐色土   炭1ヒ 物やや多登、5mmロ ーム対少豊

ゾ

８６４

0      (13)     10Cn

第 42図  9・ 17・ 18号上坑、出土遺物
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10・ 11・ 19・ 54号土坑、2号 ピット、出土遺物第 43図
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A6604m

C6604m

56=L

0       (1,3)      lklClll

A
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第 58図  55号土坑、遺物出土状況

A'

55号■坑土層観察
1 10YR3/8賠 掲色■   掲0■やや多量、5mmロ ームれ少量、炭化物少豊、黒褐色土少量
2 10YR4/4褐 色■    lmmロ ーム粒やや多量、晴褐色土やや多量、炭化物少量
3 10YR2/3黒 褐色■   1～ 5mmローム粒多量、炭化物やや多量、褐色土、暗褐色土やや多量
4 iOYR4/aに ぷい黄褐色■ 晴褐色土少量、炭化物少量
S,OYR4/創 こぶい黄褐色■ 5mmローム粒少畳、炭化物少霊
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1号周溝墓
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1号周溝墓土層観察 (AA′ )

1 10YR2/2黒 褐色上   暗褐色と多量、明褐ei少量

2 10VR9/1黒 褐色上   暗掲色上多量、lⅢ蘭ローム粒やや多量

3 10YR1/1黒色■    暗tB色 土多量、lmmロ ーム粒多重

4 10YR3/3暗褐色■   lmmロ ーム粒極多量、黒禍色土少量、褐色土少量

&1群日:チ:悟民壱土   褐暫こどどl守発押瞥¥賀瑶無鷺 多量、炭1ヒ 物少曇

7,OYR4/31こ ぷい黄褐色■ lmmロ ーム粒少量、暗褐色土少量

B IOYR3/4暗褐色上   褐色土多重、5～ 10mmロームれやや多量、炭化物少量

9,OYR5/6黄褐色土   資IIB色 土プロック多畳、暗禍色土やや多量

iO iOYR4/4褐 色■    lmmロ ーム粒少量、贈褐色上少置、炭化物少量

11,OYR4/2灰 貢掲色土  炭化物少量、暗褐色上少量

12 10YR5/■こぶい黄褐色土掲色主少量、lcmロ ーム粒少量(漸移層)

,0 10YR5/6責 福色土   地山、しまりあり

A6610m

第 63図 1号周溝墓
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A661 5m    AI
B661 5m

1 10YR3/4暗 褐色■   lmmロ ーム粒やや多量、炭化物少量、褐色土少量
2 10YR4/4禍色■    5mmローム粒少量、炭化物少量
3,OYR4/3にぷい黄褐色土 暗褐色土少豊
4 10YR4/2灰黄褐色■  黄掲色主プロック多量、暗褐色■少量

C6615m C'

第 64図  2・ 3号周溝墓
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D6605m

E661 5m

H6605m

第 67図  4号周溝墓、 6号溝

」 660 5m

4号周溝墓 方台部上層観察(A― A.)

1 10YR4/4褐 色■    11mローム粒少二、炭化物少量、暗褐色上少量
2 10VR5/4に ぷい黄褐色± l cmロ ーム粒少量、褐色土少量
3,OYR5/6黄 福色土   地山、しまりあり

4号周清墓 方台部上層観察(B―Bつ

1 試掘トレンテ
2 10YR6/■ こぷい黄福色止 褐色土少量、,omロ ーム粒少量 (漸移層)

9 10YR5/0資 褐色土   地山、しまりあり
4 10YR4/31こ ぶい資褐色韮 炭化物少量、inmロ ーム粒少量
S iOYR3/4皓 掲色■   1～ ecmローム粒やや多量、炭化物少量、褐色■少五
6 10YR4/alこ ぷぃ黄褐色土 炭化物少量、褐色上少量
7 10YRν 4褐色主    暗褐色土やや多量、lmmロ ーム粒少量
9 10YR4/31こ ぷい黄掲色■ 贈禍色土少量、1ぃ価ローム粒少量

4号周溝墓・6号潜上層観察 (lr)

1 10YR3/4皓 掲色■
之 10YR4/4褐色±    5mIBローム粒少量、炭化物少量、晴掲色■少量
3 10YR3ね暗褐色土   褐色土やや多量、5mmローム粒少量、炭化物少豊
4 iOYR3/4暗褐色■   5mmロ ーム粒少二、炭化物着千、福色土少量
5 10YR3/2黒 掲色±   5mmロ ーム粒やゃ多量、褐色土やや多二、炭化物少量
6 10YR3/4暗 掲色土
7,OYR3/4暗褐色■   11nロ ーム粒少量、褐色上やや多量、炭化物者干
B IOYR2/3黒 福色■   5mmロ ーム粒多量、炭化物やや多豊、褐色上多量
9 10YR3/4踏 褐色■   5mmロ ーム粒少量、炭化物少量、褐色土やや多量
10 10YR4/4福 色±   Ommローム粒少量
11 10YR4/6褐 色土   ,cmロ ーム粒少量、炭化物少五、暗褐色上少量
12 10YR3/3暗 褐色■   5mnローム粒少量、炭化物少量、黒褐色土少量
13 10YR4/6褐 色■   lcmローム地少量、炭化物少量
14 10Ytt3/4晴 褐色土
15 111YR3/9暗 褐色土  褐色土少豊.5mmローム粒若千
16 10YR4/4福 色土   晴褐色土やや多登、lcmロ ーム粒少量、炭化物若干
17 10YRS/6黄 褐色■
18 10YR3/3暗 褐色■   5mmロ ーム粒少量、褐色土少量、炭化物少量
19 10YR2/3黒 褐色■  lmmローム粒やや多量、贈福色土やや多量
20 10YR3/3晴 褐色土  褐色土少量
21 10YR之 /2黒褐色土  暗禍色■多長、lmmロ ーム粒少ニ
22 10YRe/4暗 褐色土  褐色土やや多量、1～ 5mmローム雑少量
20 10VR4/4褐 色土   黒褐色主多量、暗褐色■多量
24,OYR4/4福色上   暗福色■やや多景、5mmローム粒少登
25,OYR4/胡こぶい黄褐色

=暗褐色■多量、lcmロ ーム池少量、炭化物少景
26,OYR3/0晴 褐色土  褐色■多量、11mロ ーム粒少量
2,10YR3/2黒 褐色土  焼土粒多豊、炭化物少量、暗偶色土少量
28 10YRe/3贈 褐・E主   焼土粒やや多量、決化物少量
29 10YR4/31こ ぷい黄褐色二immロ ーム粒少量、晴褐色■少登

6号溝■層観察 (」―Jつ
 ヽlllYR3/0暗褐色■   5mmロ ーム粒少量
2 10YR4/4褐 色土    暗掲色主やや多量、6nmローム粒少量
3 10YR4/4褐 色土    贅褐色主少長、炭化物少量
4 10YR3/4暗 掲色■   6～ 1 0mmロ ーム粒やや多量、炭化物少量、黄褐色上少量
5,OYR4/4褐 色土    暗福色土少量、,cmロ ームれ少量
0 10YR4/6偶 色土    晴褐色■やや多重、1～ ″emロ ーム粒少量、炭化物少景
フ 10YRe/0暗褐色±   lcmロ ーム粒やや多量、褐色土少量
8 10YRν引こぷい資褐色■ 5mmロ ーム撤少量、褐色土少量
9 10VR4/引 こぷい黄掲色土 暗褐色土少量

C'
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5号周溝墓 Jと浦土層観察 (∝C,
, iOYR2/α 黒縄色■    5mmロ ーム村少量、褐色主少量
2 10YR3/a暗 褐色主    5mmロ ーム粒少量、褐色主少畳
3 10YR2/3黒 福色主    暗福色とやや多二、褐色主少量、5mmローム粒少ニ
4 10YR4/割

=ぷ
い黄褐色主  藍褐色■やや多量、磁冊ローム散少景

S IOVR3/2黒 褐色主     Ittmロ ーム村少量、炭化筋少長、費福色■少量
6 10YR3/3暗 褐色土    褐色とやや多量、lcm日 ―ム蔵少二
7,OYR3/4暗 褐色■    5mmロ ーム粒やや多量、炭化物少二、襦色■少量
8 iOYR4/6福 色土 1～38mロームra多量、暗福色主少■、羮化物少量
9 iOYR4/観 こぶい費褐色■  皓褐色土少量

D6605m D'

E660 0m E'

r.■

カク乱
|

＼ ノ

5号月溝墓南清土層観察 (争E)
1 10YR3/3暗 掲色土

2 10YR3/41書 褐色土
9 10YR4/4褐 色土
4 10VR3/4暗 褐色主
6 iOYR4/3に ぷい黄褐色ユ
6 1oYR4/4偶 色主
7 10YR3/9晴 悟色■
8,oYRe/2黒 褐色■
9 10YR4/4福 色主
10 10YR3/4暗 褐色■

'1 ,OYR3/3暗
褐色■

12,OYM狛 にぶい黄褐色土

'9 10YR5/4に
ぶい寅褐色■

K660 5m

i～ 5n冊 ローム粒多量、褐色主少畳、炭化物若干
褐色土小量、黒褐色■少量
1～5mmローム粒やや多量、晴褐色■やや多二、炭1し物少畳
,～ 58mローム粒やや多二、褐色主少量
,～こmmロ ームれ多量、晴褐色と多量、快化物少登
1～5mmローム幾やや多重、踏褐色■やや多二、炭化物少量
穏色■やや多霊、lmmロ ームtha少霊

鞠鐵轄翻 鍵藁蹴纏
褐色工少量

積の携乱

地山

K

5号周溝墓西灘■層観察 (D―D)
1 10YR2/2黒 悟色■    5mmロ ーム粒やや多量、暗福色土多二、炭化物少量
2 10Vr2/3黒 損色土    jttmロ ーム地やや多量、褐色■やや多重
O iOYR3/4晴 偶色■    褐0■やや多量、5mコ ローム取少量
4 10VR3/4暗 偶色主    帥mローム粒やや多量、褥色主やや多量
5 10YR3/4晴 禍こと    5mmロ ーム粒少長、縄色土多量
6 10YR3/4晴 褐色土    褐色土多量、5～ 10mmロームれ少量、決化物者子
7 10YR4/4福 色■     Sfmローム粒やや多重、晴褐色主やや多畳、Alし物少雲
8 10VR4/3に ぶい黄褐色■ 暗褐色土多量
9 10YR4/4偶 こ■     5mmローム社やや多と、皓褐色■多量、炭化物少景
,O iOYR4/6R色■     1～ 3師 ロームれ多三、暗褐色主やや多登
,l iOYft4/4福 色主    icmロ ーム粒少二、暗福色土少量

5号局講整 西薄主膳観察(「 F,

5号周溝墓

埋葬主体部

、■■―〔―～_世生こと_;/

＼` マ

1 表■

2,OYR2/3黒 福こと

9 10YR3/4暗褐色土

4,OYR3/9暗 褐色土

5 10VR4/4禍 色■

6 10YR3/4暗 褐色主

7 10VR4/前こぷい責禍色主

8 10YR3/2黒 褐色主

0 10VR3/3暗 褥色エ

iO iOYR4/0褐色i
ll lOYR3/3暗褐E主
,2 iOVR4/4褐色土

'3 iOYR4/餌

こぶい責褐色土
14 iOYR4/3にぷい黄福色土
iS,OYR3/4晴褐色土

,6 itYR4/4偶色主

17,OYR4/C侶色主

i310YRV4褐色■

1冊nローム社やや多量、皓偶色主やや多量
,mmローム油少量、偶0■少量
i mnロ ーム池やや多景、褐色■やや多量
暗褐色土少五

鵜色■やや多二、lmmローム粧多重、炭化物少量
l mmrl― ム釉多量、炭1ヒ物少と、偶色主少量
1～Smmローム救多盛、褐色主やや多量、炭1ヒ物少霊
immローム粒多長、炭化物少垂、褐色主少景
,mmローム粒少霊、炭化物少員、確褐色土少量
l mmローム粒多量、Dt4し 物少量、褐色土少二
l mmローム社多量、購褐色iやや多霊、江イし物少量、
lmmローム粒やや多量、炭化物少量、晴褐色主少長
暗偶eiやや多雲、5mmロ ーム粒少量、炭1ヒ榜少貴
l mm「 l―ム粒多量、、褐色

=多
量、炭1し物少雲

1冊Πローム撤多豊、褐0■多二、よ化物少量
責褐色■やや多景、n41g色 主少量
暗悟色主やや多壁、1～5mmローム粒小量、及化物少登

1 カクF.

2 iOYR4/4褐 色■
3,OYR2/3黒 褐色主
4 10YR4/4掲 色■

5 iOYR3/3晴 褐色土

O iOYR3/4暗 褐色■

7 10YR4/4掲 色■

8,OYR3/3暗 掲色主

F660 5m

5号周灘盛方台部土層観察 (AA)
,10YR4/0褐 色土     しまりあり

2 10YR4/4掲 色主
9 10YR4/4t3色 土

9 iOYE4/4褐 色土

0 10YR4/6禍 色主

暗偽色土少量、lmmローム社少量
E4B色■やや多量.5amロ ーム紙少二、炭化物少盗
暗偶色土多量、5rmローム粒やや多量 炭化物少量、黒褐ti少量
黒褐色主やや多重、穏色■少量、Sttmロ ーム社少量、炭化物少量
褐色■多量、1～ Smmローム粒少景、炭イL物少貴
晴侶色土多雲、黒褐色■少長、1昴 mローム釉少量、炭化助少二
lmmコ ーム社少量、及化協少量、偶色土少二

カク乱

|＼ Qヽ FI

カク乱

埋葬主体部
ヽ

傘
承

C660 0m

0        (1:6o)       2m

褐色■ブロック多二、しまりあり

lFam蜃 ―ム粒少量

、暗褐色■やや多二、5即日―ムれ少二、炭化楊少量

黄裾色■やや多二、炭化物少量、暗福色■少二 (プロック)

しよりあり

褐色主フロック多二、しまりあり

炭化物やや多二、東褐色止中層に多量、暗褐色と下層に多量、lcmロ ーム粕少量

炭

“

物少二、晴褐色■少長
1～39nローム粒やや多二、掲色土多量、Dt化 協少ユ

褐色土やや多ニ
lmmロ ーム4t少 二、暗褐色土少二

1音禍色i少二、炭化物少二、lmmロ ーム紙少二

晴褐色土多重、決化物少二

褐色土やや多量、5m切 ローム粒少二、炭1ヒ物少■

暗掲色■多二、炭化物少二、5mmローム貌少二

黒褐色主 暗褐色主多量、Dtlヒ 物多量、5～ 10mmロームれやや多二

暗褐色■やや多二、5mnロームれ少二、Alヒ物少ユ

5mmロ ーム粒少と、決化物少IH、 晴褐色主少二

禍色■少二、11mロ ーム疑少二(藩移層)

嶺のカク乱

6号周溝墓

S号周落墓土層観察 (B― D'

1 10rR4/S褐 色土

2 10YR4/4褐 色主

13 10YR4/鵜 色土

,4,OYR4/4禍 色■

15 10YR3/4晴 褐色主

,6 10YR3/3贈禍こ主

17 10YR4/9にぶい黄褐色

,9 10YR4/0褐 色主

10 10YR2/3黒 禍色主

20 10YR3/4暗 褐色土

21 10YR4/4褐 色土

22 10YRV前こぶい黄褐色■

23 10YR4/餌 こぷい黄褐0■
24 10YR4/G褐 色主

25 10YR5/4に ぶい費褐色主

26カク乱

27 10YR4μ 褐色土

4 10YR3/3暗 褐色■     ,剛 ローム粒少二

5,OYRν 3暗褐色主    褐色土やや多登、1～ 541mロ ーム社少二、及化物少量

S iOYR3/3晴 鵜色■    カク乱、埋と、褐色土少重

7 iOVR3/4暗 褐・e■     1～ smm口_ム社やや多量、褐色と多重、A化物少量、黒褐色主疵少二、盛主?

i010VR5/4にぷい資褐0■  福色土少量、1師ロームれ少量(漸移F)

B 660 1m

第 68図 5号周溝墓
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埋葬主体部

|

A

◇

A'

等

A'

A'

―

 
―

〇

0             (li 30)            lHIt

第70図 5号周溝墓埋葬主体部、出土遺物①

∞
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A6600m

埋葬主体部         ~~~~~―
式
ミこここここここここΞ三二重墓巨≡≡≡三三:三:こフ

トートーヽ ―
1 10YR4/6掲 色土  しまりあり
2 iOYR4/4褐 色土  褐色土ブロック多量、しまりあり
3 iOYR4/4福 色■  ,cm匈―ム粒少量、褐色主少量

こ多量、lcnロ ーム細少量4 1oYR4/4掲 色主  炭化物やや多量、策褐色土中層に多景、購福色土下層I目

色土少量5 10YR4/4掲 色■  暗褐色土やや多量、炭化物少量、lcmロ ーム触少登、暗1

6 iOYR3/4暗 褐色土 褐色土やや多量
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6号周溝墓 東薄土層観察
1 10YR3/4暗 掲色土   褐色土やや多量、lmmロ ーム粒少登、炭化物少量
2 10YRν4福色■    5～ iOmmローム粒少量、炭化物少量、暗褐色主少量
3 10YR3/3確 掲色■   5m“ ローム粒少量、偶色土少登
4 10YR4/6福 色土    晴褐色土少量

B659 4m

D6594m

iO号住 主層観察 (A―A)
,表■

2カク茜し

9 10YR3/3暗 福色土

4 10YR4/創 こぷい黄福色■

5 10YR3/4暗 褐色■

6 10VR3/4暗 褐色土

7 10YR4/4褐 0■
9 10YROノ a暗褐色■

9 10VR3/4暗 褐色■

10 iOVR4/4褐ヨ土

,1 10YR4/3にぷい黄褐色
12'OYR3/3暗褐色土

13 10YR4/0褐 色■

“

iOYR3/4暗侶色土

15 10YW413と 主

ie,つ YR3/4晴 福色土

1,10YR3/3暗編色土

,9 iOYR4/4褐 色■

19カ ク乱
20 10YR4/4禍 色主
2,i OYft4/4掲 0土
22,OYR4/9にぶい黄tE色 止

媚ヽmローム疑少量、炭化物少量、福色■少量
immコ ームれ少量、及化協少量、暗褐色主少二
,～Smmコームれやや多重、福ti少と、責褐色土少畳、炭化物少圭

暗褐色■多二、5mmローム社やや少二、文イヒ物少長
i～ 3mmローム数多二、炭1と物少量、黒褐色主少量

褐0■やや多二、lCnロ ーム粒少量
lmmロ ーム激少二、黒褐色■少と、炭化物少量
in冊 ロームF■ 少二、及化物少二

lmmロ ーム疑やや多二、皓褐色■やや多二、資褐色主少4
Snmローム粒少二、■化物少二、褐色土少量

晴褐色工少量
5mFローム地少量、炭化物少二、褐色■少二

嬌褐色主多量5mmローム粒少量、炭1ヒ物少二

羨化物少量、褐色土少二

炭化物やや多二、福色■やや多二、5mmローム粒少二

暗褐色やや多量、炭化物少二

lmmロ ーム担少二、魔1ヒ物少量、
5mmロ ーム疑少二、炭化協少量、暗褐色■少量

k/

第 72図 6号周溝墓
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7号周溝墓

7号周滞墓 土層観察

1 10YR4/3に ぷい黄褐色

2 10YR3/3贈褐色上    黒褐色土やや多重

3 10YR2/a黒 褐色土    暗福色土多量、掲色土少量

4 10YR4/0暗 褐色土    黒褐色土少登

B660 5m

第 73図  7・ 3号周溝墓

a号周薦患 土層観察
,表■

2,OYn3/3暗 福色■

3 iOYR4/3に ぶい責禍色土

4 10YR2/3黒偶色主

5 10Yn3/3暗 褐色土

6 iOYR4/4掲 色主
7,OYR3/41背 福色土

8,OYR4/4褐 色■

9 10YR4/C褐 色土

i019YR4/餌 こぶい資褐0■
11 10YR4/4侶色土

Ⅲ210VR4/6褐色主

i3iCYR5/6黄 福色■

1■ 10YR4/6褐色■

15 iOYR4/4褐色土

16 iOVR5/4に ぶい黄褐色■
1'iOVR4/6掲 色■

,8 10YR5/8賣褐色■

5mmロームF■ 少量、褐色土少愛
暗褐色土やゃ多量、5mmローム粒少量
0田 mローム数多二、炭化物やや多二、損色主多愛
褐色■少量、5mmロ ーム疵若干

暗掲色土やや多重、lcnローム対少二、皮化物若耳
1～Smmローム粒少建、炭化笏少量、穏色■少二

暗褐色主やや多二、1～Smmローム粒少量、及化物
`暗褐色■やや多景、1～ Om司 ローム粒少二、及1ヒ物
`暗褐色土やや多二、1～ 7mmロ ーム粒少BI、 炭4ヒ物
`晴褐色主やや多量、1～8mmローム釉少二、炭1ヒ物
`鰭褐色■やや多量、1-0「 Πローム壮少IR、 炭化物ぢ

暗侶色とやや多登、5mmローム粒少長、炭化物少二

炭化物少豊、暗偶色土少避

炭化物少曇、暗褐色■少二

決化物少量、晴褐色土少二

||
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A6688m

1号住主層観察

1 25YR3/4晴赤褐色■

iOYR3/3晴褐ei
10YR3/4暗褐色■

SYR3/4暗 赤褐色主

5YR3/4晴 赤褐色主

10YRV6褐色■

,OYR3/3晴褐ti

4Be主やや多量、lmmロ ーム粒少垂

褐色主多量、明福色■やや多量、lmmロ ーム疑少二、炭化物少豊

褐色土やや多と、決1し初少量
19mロ ームれ少豊、褐色土少量

'～

SEmローム粒やや多重、褐色土やや多二、及化物少ニ

暗褐色■少ニ
炭化物少二、,コmローム旗少豊、福色土少二、lcmロ ーム撤若干

a 668 4m

b 668 4m

a'

C6688m

1号住カマ ド

第 75図 1号住居跡、カマ ド
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A666 2m            A'

4

3

2号住カマド(A― A.)

1 75YR3/e晴褐色■ 明褐色主やや多登、炭化物少量、5mmローム粒少量、黒褐色土少量

2 10YR4/4褐 色上  暗褐色土やや多長

3,OYR3/4暗偶色土
4カク舌L

2号住カマド■層観察 (aa′ )

' 7 5YRe/3晴
褐色土  明掲色土やや多量、炭化物少量、5mmローム粒少長、黒褐色土少豊

2,OYR4/4褐色土   暗褐色止やや多量
3 10YR3/4,音 福色■
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A6614m
3号仁土層観察

, 10YR3/4晴 掲0■
2 10YR2/3黒 褐色土

3 iOYR3/4暗 褐色■

4 10YR4/6褐 色■

5,OYR4/S褐 色■

610Y関ノ4晴褐色土

7 10YR4/4褐 色■

8,OYR3/4晴 褐色■

91叫 R4/4福 色土

10 10YR3/4暗 梅色土

11 10YR4/4禍 色主

12 iOYR3/4暗 福e■
i310YR4/4褐色主

明褐色土少二、炭1し協若干、
'cmロ

ーム粒若干

皓福色多と、5m臓 ローム釉やや多量、炭化物少ユ

明禍色土少二、lcmロ ーム粒少二

a昔禍色土多重、Sdロ ロームれ少二、災化物少ユ

a音偶色土少ニ

明掲0■少五、5mmローム地者干、炭化場者干

決化物少五

SmⅢ ローム粒やや多量、炭化協少二
5～ 10mmロームれ多量、罐褐色主やや多量、明褐0土少二

明謁色土多重、炭1ヒ物少二、lmmロ ーム対少量

5mmローム紙やや多二、決化物着千

明禍0■ 少霊、決1し物少二

炭化物少二

0C6614m

3号住カマ ド

a 661 4m

第 78図 3号住居跡、カマ ド、

0号住2号ピットと脂観察 (e―e,

1 10VR3/4晴 褐色■    5mma― ム粒少二、炭化物少二、明福色■少量

2 10yn4/3に ぶい黄福色■  切福色主多量、5m輌 ローム撤少二、炭化物者干

2拘溝墓の東溝

α
　
０
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ヽ
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σ
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3号住 1号 ピッ ト

Ｅ
Ｎ
　
一Φ
Φ
　
Ｏ

0与住1号 ピット■層観察 (営う
1 10YR4/4褐 色■      5mロ ーム粒少霊
2 10YR3/4晴 褐色■     擁土粒多二、5mm田―ム競多ヨ
3 10YR4/6褐 色■     暗偶色主やや多二
4 iOYR4/4褐 色■

福色■少二、擁土地少二

褐色主少量、炭化物少量、Smローム粒少二、焼主社少露

暗褐色土多重、焼主粒多長、炭1ヒ物多長

婉■粒多量

5mmローム油多二、暗褐色土少ユ

擁三社多二、Smnロ ーム粒少量

5mmローム範少二、暗褐色工少量

5mmローム池少二

明褐色主少量

9号住カマド■層観察
l iOYR3/4暗 穏色主

2 iOYR3/2黒 穏色土

3,OYR4/4褐 色土

4 10YR3/4暗 禍色■

5,OYR4/6掲 色土

6 10VR3/3暗 偶色主

7 iOYR4/4褐 色土

8 iOYR4/6褐 色■

9 iOYRV4褐 色と

号ピット

/

/   珀瓢ヒ面
|

/
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《 三 )イ
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4号住上層観察 (AAつ
1 10YR4/4褐 色土    表■

10YRν 3贈褐色■   5mmロ ーム粒少量、褐色土少量、炭化物少量
10YR3/4暗褐色土   裾色土多量、0椰nローム粒多量、策褐色土少貴、炭化彰
10YR4/6褐色土    黄褐色土やや多量、暗褐色土少量
,OYR3/3暗褐色土   擁土粒多量、禍色土多と、炭化物少量
10YR4/31こぶい黄褐色土 焼土地多登、明褐色主やや多量、炭化物やや多量
,OYR4/6褐色土    焼土粒やや多量、しまりあり、炭化物やや多震
iOYR3/4皓褐色■   褐色土少量、炭化物若千

9 10YR4/4褐 色土    暗裾色■少量
10 10YR3/3暗 禍色土   褐色主多置、炭化物少量、lcmコ ーム粒少量
11 10YR4/3に ぶい黄褐色土 暗褐色■少量、炭化物宕干
1'10YR4/4褐色■    5mmロ ーム数少と、褐色■少登
10 10YR3/3暗 褐色土   褐色■やや多量
14 10Yn4/6褐 色土    暗掲色土少量
15,OYR5/■こぶい黄褐色■ 5mmロ ーム粒少量、晴褐色土少量、自色粘土少量
10 10YR3/3暗 褐色土   褐色■多量、5■mローム粒少量、焼上粒少重、炭化物」

4号住カマ ド
b 661 5m b'

4号住カマド■層観察 (bb´ )

1 10YR3/4暗 褐色土   焼■粒多量、l onlロ ーム粒やや多二、炭化物小量
2,OYR2/3黒 褐色■   ,cmロ ーム粒多量、燒土粒多豊、炭化物多量
3 10YE2/3黒 褐色土   擁■粒多量、炭化物少量
4 10YR47/6禍色■    ,cmローム粒多量、焼土粒多量
5 10YR4/6褐 色■    5れ 口~ム粒少登、しまりあり

c6615m ざ

d 661 5m d'

4号住居跡、カマ ド

ー 86-

B 661 5m
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0号住土層観察
l iOVR2/2黒 褐色土
2,OYRe/4暗 福色土
9 10YR4/4褐 色上
4 10YR3/0暗 偶色■
5 10YR2/9黒 福色土
6 10YR3/3暗 褐色■
7 10YR3/4暗 掲色土
8 10YR3/2黒 褐色土
9 10YR9/4晴 褐色上
iO lllYR4/4褐 色土
11 10YR3/3暗褐色土
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5号住カマド■層観察

1 10YRe/2黒 褐色土

2 10YR3/0晴 福色土

3,OYR3/4暗 褐色■

4 10YR4/4掲 色土

S iOYR3/2晴 福色上

O iOYR3/3暗 褐色土

7,OYR4/4褐 色土

8 10YR3/4暗 偶色土

9 10YRO/3贈 福色土

焼土粒多量、炭化物少霊

焼土粒やや多量、炭化物少量
焼土粒少量、炭化物少量

暗褐色土多量、焼土粒多量、炭化物やや多量

焼上粒少量、褐色土少量

燒上粒多重、褐色土やや多豊、炭化物少量

擁土粒やや多量、炭化物少量
焼土粒多重、褐色土多量、炭化物少量

擁土粒やや多量、褐色土やや多二、炭化物少量

褐色上やや多量、Smmロ ーム粒少量、炭化物少量、暗掲色土少五
5～ 10mmロ ーム粒やや多量、炭化物やや多量、掲色土多量

暗掲色土多量、5mmロ ーム粒少量、明褐色上少登、炭化物少量
5～ 10mmローム粒少量、褐色土少量、しまりあり

燒土粒極めて多量、5～ 10mmロ ーム粒多豊、明褐色■やや多量

褐色土やや多量、焼■粒少量、5mmローム粒少登
5mmローム粒少量、焼上れ少量、ややし声りあり
5mmロ ーム粒やや多量、炭化物少量、撮色上少量

福色■やや多量、5mmロ ーム粒少量、炭化物少豊

暗掲色■多量、5mmロ ーム粒若干
褐色上多量、11mロ ーム粒少長

5号住カマ ド

第 83図 5号住居跡、カマ ド、1号 ピット

C660 7m                                    cI

A'
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1号 溝■唐観察 (A―A′ )

1 10YR3/4暗 福色主   掲●土プロックやや多量、5mmローム粒少量、明褐色上少■
2 10VR4/4褐 色上    褥色土ブロック多長、1`mロ ーム粒少量、炭化物者千
3 10YR2/24褐 色■   暗福色土やや多長、明禍色土少登
4 10YR3狛 晴褐色土   明褐色土少量
S iOYR4/3に ぶい黄褐色■ 贈褐色主多登、Smmロ ーム粒少量
0 10YRe/4暗 褐色土   朗褐色土やや多量、icmロ ーム粒少量
7 10VR3/3暗褐色土   朗褐色土やや多二

C6702m

A6658m

8 670 2“

D6702m

B 665 8M

第 86図 1号堅穴状遺構、1・ 2号溝

Di

C665,8m      C'

一

A'

-92-



＼
ょ

k＼

f

む
．
　

　

７ｐ

A662.Om

A6m Om   A'

ー

B6� 6w  B'

一

第 87図 3・ 8号溝

-93-

ヽ
、

＼ヽ＼ドヽ
へ＼

（
一

�一ク力

!く               |｀ヽ 、ヽ .__プ

(1:“).      ぬ



‐５Ｐ
鎮
）

餅

謬◎“
止

＼
・む′

土

ヒ _■ 坐 _璃
m

班○
鏃

③
牡

±
　
　
　
３０

２４
　
　
０

雛
③

◎
駐 ２９Ｐ

⑬

８Ｐ拗
／

陛○

31土

第 88図 B区土坑・ ピッ ト群 ヨC区土坑・ ピッ ト群

′   26土  .ド

④

q急
32P

2通 昂

-94-



第 4章 調査の成果 ≧課題

今回の調査で、旧石器時代・縄文時代・弥生時代 。平

安時代の遺構 。遺物が発見された。以下、注 目される成

果と課題について述べていく。

第 1節 調査区内における遺構の変遷

今回調査した範囲における、遺構の変遷は以下の通 り

である (第 90図 )。

旧石器時代 :遺構は発見されていないが、B区 とC区か

ら石器が出上 している。 B区ではややまとまってお り、

C区では散在 している。 B区 の石器出土地点は、北から

の傾斜が一旦緩やかになりわずかに平坦になるところで

ある。 C区南側も同様に平坦であるので、そのような場

所を主に利用していた様子が伺える。

縄文時代 ,中期後半曽利式期の住居跡が C区の南側に 5

軒まとまって発見された。H号住が曽利Ⅳ～V式期で、

それ以外は曽利Ⅳ式期である。調査区西側の試掘調査の

結果、曽利式期の遺構 。遺物が広範囲に発見されること

が推定されており、その範囲は南北で約 200mに及ぶ (第

5図 )。 今回はその一部を調査 したことになるが、住居跡

はC区の南側に偏 り、重複関係 もなかったので、おそら

く曽利式期の集落は中規模な集落と考えられる。

弥生時代 (中 期)!住居跡の可能性のある 1号組石遺構が

A区の中央に、墓墳あるいは貯蔵穴と思われる 55号土坑

がC区 中央に発見された。弥生中期の土器片はB区では

わずかであるが、A・ C区から多数出土 した。上器の分

布状況も含めて考えると、調査区の南北に活動場所が形

成されていたことになる。55号土坑を墓墳と仮定すると、

北に居住域、南に墓域が分かれていたと考えることもで

きるが、55号土坑周辺の弥生中期土器出土数の多さが気

にかかる。北側の居住域以上に土器が出土しているため、

単に墓域 としてのみ利用 されていたとは考え難い。55号

土坑は貯蔵穴と考え、それが後に墓墳 として利用された

ととらえて、周辺に住居の存在を考慮 した方が妥当では

なかろうか。なお、 1号組石遺構 と55号土坑との距離は

約 180m離れている。

弥生時代 (後期):C区中央に 8基の周溝墓がある。方形

のものが 6基、円形のものが 2基であろう。形態や主軸

の違い等で数段階の変遷が考えられる。弥生後期の土器

片は、弥生中期 と違い出土数は少なく、ほとんどが周溝

墓群周辺から出土している。調査区内で当該期の住居跡

は発見されなかつた。

平安時代 :A～ C区の全てに住居跡が発見された。 C区

に 4軒 と多いが、A区 。B区周辺にも住居跡がいくつか

存在するであろう。住居跡は 6軒であり、 9世紀中頃か

ら 10世紀初頭の集落 と考えられる。 9世紀中頃のものは

3号住の 1軒、 9世紀後半のものは 2・ 4・ 5。 10号住

の 4軒、 9世紀末から 10世紀初頭のものは 1号住の 1軒

である。人ヶ岳南麓の平安住居は、 3・ 4号住のように

時期的に近い 2軒が隣 り合つて発見される傾向があるの

で、それ以外の住居跡でも調査区外に隣 り合 う住居跡が

発見される可能性は高い。

B区の南側 とC区の北端にピット群があり、そのいく

つかは列をなしている。主軸方向が平安時代の住居跡の

主軸 と近いものもあるので、ピット列は平安時代のもの

と考えることもできる。なお、土錘が出土した 50号 ピッ

トはB区南端にある。

第 2節  旧石器時代石器について

旧石器時代の石器が 20点 出土した。これ らは主に漸移

層であるにぶい黄褐色土層から出土しているが、他の時

代の遺構からも出土 しているので、はっきりと他の時代

の遺物 と層位的に分離できた訳ではない。明らかにナイ

フ形石器や石刃 と判断できる石器の石質が爽雑物を多く

含むものであったので、それ と同じ石質のものを出土し

た黒曜石全点の中から選び出 した。蓼科冷山群の黒曜石

に偏っているのはそのためである。

石器の分布はB区 とC区に分かれる (第 19図 )。 B区出

土石器は全て蓼科冷山群で、C区出土石器は蓼科冷山群・

諏訪星ヶ台群・水晶・頁岩 と数種類の石材がある。 B区

出土石器は比較的まとまって出土 しているので、同じ石

器群 と考えてもよいであろう。 C区 出土石器は、ほとん

どが他の時代の遺構から出土 しているので、厳密に言え

ばB区と同じ石器群である保証はない。

編年的位置付けは、角張氏の報文では第 17図 1・ 2の

ナイフ形石器は南関東のⅦ層相当の石器群に類似 し、一

側縁基部加工のナイフ形石器は類例を求めなくてはなら

ないとし、類似や課題を指摘するに留まっている。確か

に現段階では出土数が少なく、典型的なナイフ形石器や

台形石器・掻器・彫器 といつた定型的な石器 もないので

決め手に欠き、編年的位置付けは困難であろう。今後の

調査区周辺での調査の進展を待ちたい。

なお、第 17図 1は、角張氏はナイフ形石器 としている

が、背面右側縁の基部加工の剥離面光沢が他 と違 うため、

その部分は後世のガジ )と 思われるので、器種は石刃の

可能性がある。第 17図 6の楔形石器も、背面上方向の剥

離面光沢が他 とは違 うため、その部分もガジリと思われ

るが、器種は楔形石器でいいと思われる。

蓼科冷山群の石器群 としては、長野県茅野市渋川遺跡
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や群馬県大泉町御正作遺跡が挙げられる。蓼科冷山群の

原産地直下にある渋川遺跡は石器製作を行つた場所 と考

えられ、いくつかの地点で調査が行われている。その中

で第四地点ではナイフ形石器・掻器 。削器・石刃などが

出土し、刃器文化の前葉に位置付けられている (宮坂他

1966)。 石刃や歌1片 は、打面が自然面もしくは平坦面で広

く、長さに比 し幅広のものが多く、本遺跡の第 17図 2・

8、 第 18図 10。 11・ 17・ 18な どと類似す る。ただ、打

面調整されたものは 1点 も発見されなかったようなので、

その点は異なる。

御工作遺跡は槍先形尖頭器・ナイフ形石器・彫器・掻器・

削器などが出土し、砂川期後半に位置付けられている (大

泉町教委 1984)。 承1片剥離技術では、石刃などの規格的な

剥片を量産する工程 Iと 、縦長承1片や横長歌J片 などの多

様な剥片を生産する工程Ⅱがあり、工程 Hか ら作 られる

剥片は幅広なものもある。それらは槍先形尖頭器・彫器・

掻器の製作に使われ るようである。本遺跡の石器群は、

工程Ⅱの様相が色濃 く残された石器群 と見ることもでき、

本遺跡の性格や編年的位置付けの参考となる調査事例で

ある。

一側縁基部加エナイフ形石器の類例 としては、山梨県

内では横針前久保遺跡 (山 梨県教委 2000、 第 2-11図 4・

5。 7)、 丘の公園第 2遺跡 (山 梨県教委 1989、 第 34図

3～ 5)、 長田口遺跡 (山梨県教委 1993、 第 6図 1)な ど

がある。横針前久保遺跡はAT下位、丘の公園第 2遺跡・

長田口遺跡はAT上位の石器であるので、一側縁基部加

工のものはどちらにも見られるようである。

第 3節 縄文時代中期後半の集落について

縄文時代中期後半の集落は曽利Ⅳ～V式期であ り、中

心は曽利Ⅳ式期である。 5軒の住居跡は重複関係もなく、

集落は中規模なものであったと考えられる。試掘調査で

確認 された広範囲な遺構・遺物出土範囲は、北側 と南側

に住居跡が確認 されている (第 5図 )が、その中間地点

にあたるC区北側からは当該期の住居跡は発見されてい

ない。そこは曽利式土器の出土も少なく、遺構 。遺物の

密度は薄いと考えられる。おそらく試掘調査で確認 され

た住居跡は、それぞれ南北 2ヶ 所にまとまる住居群で、

どちらも直径約 80mの範囲に納まると思われる。今回の

調査では曽利Ⅳ式期の住居跡がほとんどであったが、遺

構外出土土器をみると、周辺からは曽利 Ⅱ～V式期の住

居跡が発見される可能性は高い。

今回の調査区の南東側には、1973(昭 和 48)年に中央

自動車道建設に先立ち発掘調査された頭無遺跡がある (第

6図 )。 溜池を挟んだ隣の尾根に立地し、両遺跡の距離は

約 200mである。頭無遺跡も曽利式期の集落が発見され

てお り、詳細な時期は曽利 I式期 1軒、曽不可Ⅱ式期 3軒、

曽利Ⅲ式期 4軒、曽利Ⅳ式期 4軒、曽利 V式期 3軒であ

る (山 梨県教委 1975)。 直径約 60mの 環状集落の東半分

を調査 したと推定されている。頭無A遺跡 と頭無遺跡 と

同規模の集落が同時期に隣り合 う尾根上に存在 していた

ことになる。

これは柳坪A遺跡・柳坪 B遺跡でのあ り方に類似する

(山 梨県教委 1987)。 両遺跡は谷を挟んで東西に約 200m

離れている。西尾根の柳坪A遺跡で中期初頭に始まった

集落が、曽利式期になり東尾根の柳坪 B遺跡に拡大 して

いったと考えられている。頭無A遺跡 と頭無遺跡では、ど

ちらが先にできた集落かはまだはっきりしないが、先に

できた集落から隣の尾根に広がっていったと考えられる。

現在のところ頭無遺跡に曽利 I式期の住居跡があるので、

頭無遺跡が先行 して営まれた集落といえる。

頭無遺跡以外にも半径約 2 km圏前後には、宮尾根 C遺

跡 。段道遺跡 。上条官久保遺跡・酒呑場遺跡・原町農業

高校前遺跡・ 日影田遺跡など多くの曽利式期集落が存在

する。以前から人ヶ岳南麓では曽利式期に集落が急増す

ることが指摘 されてお り (長 崎 1973、 日本考古学協会

1984)、 近年でも当該期集落の調査事例が増力日している (北

巨摩市町村文化財担当者会 2003)。 人ヶ岳南麓で最も多く

発見される当該期の集落の動態を解朔することは、中期

に花開いた人ヶ岳縄文文化の一側面を浮き彫 りにするで

あろう。

第 4節 弥生時代中期の遺構・遺物について

今回の調査で遺構外から弥生土器がまとまって出土し

た (第 61・ 62図 )。 その多くは条痕文土器 であり、以下

その特徴を記す。

①破片資料ばか りなので器種の特定は困難であるが、器

種構成は壷と奏である。広口壷 (7115)や細顎壺 (6739)

などがある。

②条痕文の施文具は、櫛状工具や植物繊維 を東ねた工具、

棒状工具などが使用されている。

③文様は、縦位条痕文、横位条痕文、縦位羽状条痕文、

横位羽状条痕文、斜行条痕文などがある。また、複数の

文様が組み合わされ多段化 しているもの (7309・ 3257・

7296・ 8801な ど)も ある。

④壷には、口縁部に刻み目突帯を巡らすもの (747・ 965。

7115。 7292な ど)や、球月同のもの (9639)も みられる。

⑤秦は、口唇部に刻み目をもつもの (689・ 707・ 1262な ど)

や、口唇都が尖 り、口唇部に帯状の無文帯をナデで表現

したもの (1309。 6794・ 8806)な どがある。

-96-



⑥波状条痕文 (4117)や 円形の条痕文 (5263)工宇文風

の沈線をもつもの (7029)も みられる。

以上これらの特徴は、甲府市米倉山遺跡 (中 山 2000)、

同菖蒲池遺跡 (山 梨県教委 1996)か ら出土した土器群と

類似する。よつて、本遺跡から出土した弥生条痕文土器

は弥生 2期 (中 山 1999)に位置付けることができよう。

55号 土坑出土土器は、基本的に遺構外出土土器 と同じ

特徴をもつているので弥生 2期 と位置付けられるが、口

縁部に刻み目突帯を巡 らす広 口壷が伴わない、変わつた

器形の壷 (9150)が あるなど、遺構外出土土器 と異なる

点もある。土坑底部に正位に置かれた壺 (9259)は小型

の細頸壷の胴下半部であるが、胴部には曲線的な沈線文

の間を縄文で充填 し、下半部は横位条痕文が施 されてい

る。これは弥生 3期 になる可能性もある。

遺構は、組石遺構 1基、土坑 1基が発見された。55号

土坑の底部から細頸壷の下半部が正位に置かれて出土し、

南東壁には石皿が立てかけられていた。縄文晩期末から

弥生中期初頭のフラスコ状土坑を検討 した櫛原氏による

と、55号土坑のような円形土坑はフラスコ状土坑の壁が

崩落 したものの可能性が高 く、出土遺物からも墓墳的な

様相をうかがうことは難 しいようである (屋敷添遺跡等発

掘調査会 2002)。 また、墓墳の可能性の高い下大内遺跡第

224号 土坑などは平面や断面形態が円形・フラスコ状土坑

とは明らかに異なっているとい う。円形土坑である 55号

土坑は貯蔵穴の可能性が高いといえる。ただ し、土坑底

部に細頸壷の胴下半部が正位に置かれていたので、貯蔵

穴として使われた後、墓墳に転用されたと考えられる。

1号組石遺構は、焼土や炭化物は出土せず、周辺から

も床面と思われる硬化面や柱穴は確認できなかったが、

住居跡の炉跡 としていいであろう。周辺から弥生時代中

期の上器が比較的まとまって出土し、組石遺構の近 くか

らは石鍬と呼んでもよい打製石斧が出土している。

当該期の活動区域はA区 とC区 とに分かれる。A区に

は住居跡の厚 と思われる組石遺構があるので、居住域 と

して利用されていただろう。 C区には墓墳あるいは貯蔵

穴と思われる 55号土坑かあるので、墓域あるいはもう一

つの居住域として利用されていただろう。

第 5節 弥生時代後期の周溝墓について

人ヶ岳南麓において、周溝墓はこれまでに北村遺跡

(北杜市長坂町)で しか発見されていない (長坂町教委

1996)。 今回の調査は 2番 目の事例 となる。北村遺跡の方

形周溝墓群は古墳時代前期のものなので、頭無A遺跡の

周溝墓群はそれよりも古く、人ヶ岳南麓で最古のものと

位置付けられる。

8基の周溝墓は、一時期に造られたものではな く、段

階的に造 られたと考えられる①確実なものでは 4号周構

墓と8号周溝墓が切 り合い関係にあり、4号が 8号を切つ

ている。調査区内では確認できなかったが、切 り合い関

係があると想定されるものでは、 1号 と3号、 5号 と 10

号、7号 と8号である。また、方形のものをみると、1号。

4号 と2号・3号・ 5号・ 8号では主軸方向に違いがある。

よつて、周溝墓構築にいくつかの段階があつたと考えら

れ、青木氏の論考 (青木 2000)を 参考にし、以下の変遷

案を示す (第 91図 )。

1段階 :6号・ 7号月溝墓が造られる。 どちらも同じ小

型の円形周溝墓であるので同時期に造 られたとす る。墓

域の南側に偏る。 7号周溝墓の溝からハケメ調整の平底

甕が出土している。

2段階 :2号 。3号・ 8号周溝墓が造 られる。小型の方

形周溝墓であるので同時期 とした。主軸がほぼ同 じであ

る。 2号 。3号は墓域の北側、 8号は南側に位置す る。

8号は前段階に造られた 7号 と一部重なる。 8号か ら櫛

描文土器の甕が出土している。

3段階 :5号周溝墓が造 られる。大型の方形周溝墓であ

る。主軸が前段階の 2号 。3号・ 8号 とほぼ同 じである

ので時期的に近いと思われる。北コーナーからハケメ調

整の平底甕が出土している。 7号出上の甕 と同 じである

が、器形がやや新 しいと考えられる。撹乱のため確認で

きなかったが、 6号と一部が重なる。

4段階 :1号・ 4号周溝墓が造られる。前段階までのも

のと主軸方向が異なる。 4号が 8号を切つているが、 8

号の溝が埋まった後に切つているので、この段階では 8

号の位置はほとんど認識できなかったかもしれない。 と

号と3号 も一部重なつていた可能性もある。

以上、周溝墓群の形成過程を示したが、各周溝墓からの

出土遺物が少なく、詳細な時期を確定するに心もとない

のが現状である。独立的に作られることの多い本遺跡の

周溝墓の中で、唯一溝を共有 している 2号 と3号は、 2

段階ではなく他の段階である可能性もある。 しか し、 4

号と8号の切 り合い関係や 5号 と7号出土のハケメ調整

の平底秦の新旧関係により、大まかな形成過程は確認で

きたと思われる。

周溝墓群の中に 55号土坑がある。それを墓墳 とするな

らば、弥生中期からその場所が墓域 として利用 されてい

たことになる。

なお、この周溝墓群を造営した集落は分かっていない。

本遺跡の周辺で弥生後期の集落は、境原遺跡 (長 坂町教

委 1997)と 治郎田遺跡 (平成 19年度調査、未報告)であ

るが、どちらも住居跡が 2軒ずつしか発見されていない。
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周溝墓を造営するには規模が小さ過ぎるように思えるが、

本遺跡周辺で数多く発掘調査が行われていてこれだけし

か発見されていないのならば、このような小規模集落が

共同で造営 したとも考えられる。今後、周辺から当該期

の集落が発見されることを期待 したい。

第 6節  5号周溝墓埋葬主体部の出土遺物について

5号周溝墓では方台部中央に埋葬主体部が残存 してい

た。埋葬主体部は、最大長が 2.7m、 幅が 1.2m、 深 さ

が 10 cmで ある。主軸は東西の溝の主軸 と同じである。そ

こから副葬品あるいは装身具と考えられる鉄剣 1振 。鉄

釧 1点・ガラス玉片 4点が出土した。なお、人骨は出土

しなかった。

1)鉄剣

鉄剣は埋葬主体部の中央やや南寄 りから、実沢1図正面

を上にして出土した。全長が 65.5 cm、 最大幅が 3.7 cmの

長剣である。茎は、長 さ 3 cm、 根元幅 2 cmで 、根元から

先端にいくにつれ幅が狭くなっていく。関は、斜めに切

り取 られたような斜角関である。関の中央には 2つの孔

が開けられてお り、いわゆる「刃関双孔」である。 2つ
の孔は横並びに開けられているが、正面右側の方がやや

高い位置にある。茎には目釘子とはない。父1身の一部に輪

の残骸 と思われる木質部が付着 している。剣身に 7箇所

の接合部があるが、正面左側縁の一部に欠損がある以外

は、全て残存 している。全体に錆ぶくれが多いが、貪1身

中央に鏑が確認できる。

出土状況写真や第 70図 の出土状況図では、剣先側約

20 cmの 部分だけしか残されていない。これは調査担当で

ある筆者が、調査開始時の表土剥ざ後、地山までの深 さ

がどれくらいであるかを確認するため鋤簾で掘 り下げた

ところ、運悪く鉄剣を掘 り起こしてしまったからである。

縄文時代や平安時代の住居跡を外して、まだ包含層が残つ

ている場所を掘 り下げたつもりであつたが、期せず して

周溝墓の埋葬主体部に当たってしまった。 自分の行為を

恥 じるばか りである。幸いにも剣先部分が掘 り起こされ

ずに残つていたので、鉄套1の 出土位置が復元できたこと

が救いであった。

山梨県内で方形周溝墓の埋葬主体部から出土 した鉄剣

は、宮ノ上遺跡 (林部 1997)だ けであり、本遺跡の鉄剣

はそれに次 ぐ2例 目の発見となった。宮ノ上遺跡のもの

は時期が古墳時代前期であるので、弥生時代の鉄剣は本

遺跡のみとなる。

2)鉄釧

鉄釧は埋葬主体部の中央から、実測図正面を上にして

出土した。長さが 10.2 cm、 最大幅が 8.l cmで ある。幅 6

11ull前後 。厚 さ 2 11ullの 断面形状が三角形をした細く扁平な

鉄材を、螺旋形に 15巻 させている。本来なら全体の形は

裁頭円錐形であつたと思われるが、現在は土圧で潰 され

やや扁平になっている。正面右下に一部欠損箇所がある。

遺存状態は悪く、単独で取 り上げると形が崩れる恐れが

あつたため、周辺の土ごと取 り上げ、そのまま保存処理

にまわした。 レン トゲン写真を見ると、 2本の細い鉄を

1本にして作られている可能性がある。

表面の一部に付着布が確認でき、布でくるまれていた

可能性がある。それが衣服の一部か、鉄釧 自身に巻かれ

ていたものかは不明である。内面の状態は、形を保つた

めの樹脂で固められたので、繊維圧痕等があつたかどう

かは不明である。

山梨県内では、金の尾遺跡 (山 梨県教委 1987)か ら銅

釧が出土 しているが、螺旋形鉄釧は県内初の出土例であ

る。

3)ガラス玉片

正確な出上位置は不明である。埋葬主体部の上層観察

ラインを十宇に引き、北東部分を a区、北西菩[分を b区、

南西部分を c区、南東部分を d区 とし、 1層 および 2層

の層位 ごとに土を回収 し、調査終了後舗にかけて選別 し

た。その結果、南東部分の d区 1層 から10074の 1点 が、

南西部分の c区 1層 から 10075～ 10077の 3点が出土 し

た。いずれも埋葬主体部南側からの出土である。

どれ も破片でガラス玉の形態が把握できるものはな

かつたが、ガラス玉表面の風化面は どれも確認できた。

10074と 10077に は孔内側部分の表面も確認できた。

沓名氏の報文によると、全てのガラス玉は引き伸ばし

技法で製作されたものと考えられ、アルカ リ石灰ガラス

の中でもカリライム系ガラスと推定 された。また、構成

元素もほば似通つてお りどれも近い関係 と考えられるが、

10074が 若千他より異なるようである。色も 10074が他よ

り青みが濃い。

弥生時代後期のガラス玉は、山梨県内では金の尾遺跡

(山梨県教委 1987)、 堂の前遺跡 (韮崎市教委 1987)な どで

発見されている。金の尾遺跡では土坑から出土している。

4)埋葬状態の復元

鉄貪1と 鉄釧の出土状況から被葬者の埋葬状態を推定す

る。鉄父1は切先を南に向け、埋葬主体部の中心線 よりや

や東にずれたところに、その中心線 と並行するように置

かれていた。鉄釧は埋葬主体部の中央に、幅の狭い方が

北側を向いて出上した。鉄釧の長軸は埋葬主体部の中心

線 と平行せず、幅の狭い方が少 し中心側に寄 り、傾いた
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状態であった。以上の出土状況から埋葬姿勢を想定する

(第 89図 )。 北枕で仰向けになり、両腕を曲げ両手を胸の

上で合わせていた。鉄釧は右手首にはめられ、鉄剣は左

腰の脇に置かれていた。いくつかの遺跡でも右手装着の

事例が確認できるようである (青木 1998)。

ただ、左腕の状態は不明である。片腕だけ曲げている

のも不 自然と思われるので、右腕 と同じく左腕 も曲げた

状態を想定した。推定図の鉄釧の位置や傾きが出土状況

と少 し異なるが、出土状況のまま装着を想定すると、か

なり肘を絞った状態にな り無理がある。推定図と出土状

況とのズレは遺体の腐朽による移動と考えたい。

ガラス玉は、埋葬主体部南側から出土 したので下半身

側にあたる。破片でしかも4点 と少なくいので、首飾 り

や腕飾 りのようにきちんと装着 されていたとは考えられ

ない。破損 していらなくなったものを副葬 したか、埋葬

時に埋葬する側の誰かのものが偶然入つたと見た方がい

いであろう。

5)鉄剣と鉄釧の出上の意義

弥生時代後期の鉄剣は、山陰から北陸にかけての日本

海沿岸地域 と長野北部や群馬西部の中部高地、東京湾沿

岸の南関東地域に多く分布する (会下 2007)。 特に中部高

地のものは、本遺跡出上の鉄剣 と同じ形態の、平面梯形

で短茎の長剣などが多いようである。

鉄釧、特に螺旋形鉄釧は、ほば弥生時代後期に限られ、

長野県千曲川流域を中心とする中部高地と、東京湾を中

心とする南関東地域に分布が集中する (藤岡 1995、 牛山

1996、 青木 1998、 岩本 2002)。 鉄材の幅や断面形状で見ると、

幅 4～ 5 11ullで 断面形態が三角形に近いものは中部高地だ

けに見られるようであり (岩本 2002、 氏の分類のA群 )、

本遺跡の鉄釧もそれと同形である。

鉄貪1・ 鉄釧 ともに長野北部を中心とする中部高地に多

く分布する。そこは箱清水式土器を含む中部高地型櫛描

文土器様式文化圏である。本遺跡の周溝墓群からも中部

高地系の櫛描文土器が出土しているので、中部高地型櫛

描文土器様式文化圏の影響下のもとで、鉄剣・鉄釧が長

野北部方面からもたらされたと考えられる。

本遺跡では、周溝墓の埋葬主体部から鉄瑣1と 鉄釧が共

伴 して出土した。鉄父1は 60 cmを 超える長貪1で あり、螺旋

形鉄釧はほぼ完全な形で出土 した。これはどのような意

味があるのであろうか。

藤岡氏は、その時点では鉄剣 と鉄釧の共伴関係が皆無

であつたため、それぞれの所有形態および被葬者の性格

に違いがあるとした (藤 岡 1995)。 鉄釧の所有者は司祭

者を想定 し、かつ集落を治めていたオサであつた可能性

も指摘 している。その後、調査事例が増えたこともあり、

鉄套1と 鉄釧の共伴事例が確認 されてきて、鉄父1と 鉄釧の

所有関係 は排他的ではな く、補完関係 にあ るよ うなそれ

ぞれの意義があつたのでは との意見 も出 されてい る (岩

本 2002)。

鉄父1な どの刀父1類が副葬 され る被葬者 は、成年以上の

男性 が多い ことが推定 されてい る (会 下 2007)。 鉄釧は、

女性用の装具で司祭者的性格 をもつた人物 が装着 した可

能性 も示 されている (川 越 1993)。 鉄剣が軍事的象徴で男

性的であ り、鉄釧が祭祀的象徴で女性的であると短絡的

に結びつけることはできないが、性別 が想 定 され得 る鉄

父1と 鉄釧が共伴 した ことは、被葬者の社会 的地位や性格

を考える上で大変興味深い。

また、長 さ 60 cmを 超 えるよ うな長剣 は、中国大陸や朝

鮮半島か らの舶載品であ り、北都九州か ら近畿北部・ 北

陸・北信・ 関東 に至る 日本海ルー トで流通 した と考え ら

れてい る (豊 島 2004、 野島 2004)。 流通 している間に茎

が短 く切断 され、刃関双孔が開け られ るな ど日本独 自の

加工が施 された よ うである。 当時貴重で ある舶載 品の鉄

製 品を所有 し得 る人物が、当該期の遺跡 の少 ない人ヶ岳

南麓に存在 したことは驚きであ り、どのよ うな人物であつ

たのかにも興味が持たれ る。今後、出土土器・集落・墓

制な ど様 々な要素 と合わせて検討 し、その人物像 を解明

していきたい。
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附編 頭無A遺跡出土のガラス破片
の科学調査について

山梨県立博物館 沓名 貴彦

今回、北杜市頭無A遺跡出土のガラス破片 (ガ ラス玉

の破片)を科学調査する機会を得た。そこで、顕微鏡観

察による製作技法の調査 と、蛍光X線分析による元素分

析を行った。その結果について報告する。

○分析対象資料

北杜市頭無遺跡出土ガラス破片 4点
・ガラス破片 1:0.0332g ・ガラス破片 2:0.0354g

・ガラス破片 3100384g ・ガラス破片 4:00890g

O実体顕微鏡によるガラス破片の製作技法の調査

今回調査を行つたガラス破片は、いわゆるガラス玉 (小

玉)の破片 と考えられた。そこで、このガラス玉の製作

技法の調査を、ガラス中に含まれる気泡を顕微鏡の透過

光下で観察するこ≧で行つた。

実体顕微鏡によるガラス破片 1か ら4の全体像を写真

1(a)か ら4(a)に示す。小さいもので約 3■ lm、 最大で約

6■lm程度の不定形な小さい破片であった。また、一部に

は管内壁表面と見られる部分が見られた (写真 3)。 ガラ

スの色は 1か ら3の ガラス破片が淡青色で、 4の ガラス

破片は若千青みが濃かつた。

また、より高倍率でガラス内部に含まれる気泡に着 目

して撮影 した写真を、写真 1(b)か ら4(b)に示す。気泡

はガラスの製作時に混入 し、引き仲ばし技法の場合には

列状の気泡が観察される。今回の観察では、全ての破片

において列状の気泡が観察された。

このことから、全てのガラス破片は引き伸ばし技法に

よって製作されたものであると考えられた。

O蛍光X線分析によるガラス破片の元素分析

蛍光X線分析による元素分析を各ガラス破片で行い、

ガラスに含まれる元素の調査を行つた。ただ し、ガラス

破片が非常に小さいため、定性分析について実施 した。

装置 :エ スアイアイ・ナノテクノロジー

(聘k) 夢甦SEA5230HTW

管電圧 :15kV、 50kV

管電流 :500 μ A (15kV)、  48 μ A (50kV)

測定環境 :真空

測定時間 :300sec

結果

各ガラス破片の蛍光X線分析から得 られたスペク トル

を図 1か ら4に示す。各図の (a)は 15kV、 (b)は 50kV

の管電圧で得 られたスペク トルである。また、写真 1の

ガラス破片は図 1と スペク トルと各数字は対応 している。

そして、表 1に スペク トルから得 られた各ガラス破片

の構成元素を示 した。ここでは、ピーク強度の差から強・

中 。弱・検出と分類 した。

すべてのガラス破片で、検出元素から鉛が検出されず、

主要な元素はケイ素であった。このため、アルカリ石灰

ガラスと考えられた。そして、アルカリ石灰ガラスの中

でもナ トリウムのピークはほとんど見られず、カリウム

のピークが中程度検出されるため、カ リライム系ガラス

と考えられた。

また、各ガラス破片で検出された元素では、大きく異

なるものは無 くどれも同様なものであるため、各ガラス

破片は近い関係にあると考えられた。そして、個々のガ

ラス片のスペク トルの形状を比較すると、 1か ら3はス

ペク トルの形状が似通っているが、 4は 1か ら3に 比べ

て KKα のピークが非常に大きい傾向が見 られた。以上

のことから、破片 1か ら3は同系統により近 く、 4は若

干異なるもののように考えられる。

ただし、ガラス破片が非常に小さく形状も不定形であ

ることか ら、蛍光X線 による定量分析は行つてお らず、

これ以上の内容を得ることは難しいと考えられる。

第2表 スペクトルから得られたガラス破片の構成元素

ガラス破片No
(遺物番号)

蛍光X線分析ピーク強度

強 中
Ｅ
留

ロ
ツ 検 出

1(10075) S Al,K,Ca,Mn,Fe Ti, Rb, Sr, Mo Cu,Br,Zr

2(10076) S Al,K,Ca,Mn,Fe T Rb,Sr,�lo Cu,Br,Zr

3(10077) S Al,K,Ca,Mn,Fe T Rb,Sr,�IO Cu,Br,Zr

4(10074) Si,K Al,Ca,Mn,Fe T Rb,Sr,�tO Cu,Br,Zr
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の
可

能
性

あ
り
。
カ
マ

ド
を

中
心

に
上

器
が

多
数

出
土

。

住
居

跡
の

1/
4を

調
査
。
西
側

の
大

部
分

は
調

査
区
外

。
1号

ビ
ッ
ト
の
深

さ
は

19
 2
cn
で

あ
る
。

5号
住

居
跡

平
安

時
代

(官
ノ
前

編
年

Ⅶ

期
、
9世

紀
後

半
)

区 ４

4号
周
溝

墓
を
切

る
長

方
形

長
軸

42
6

短
軸

41
4

深
さ

04
8

カ
マ

ド
が

東
h―
V中

央
や

や
南

寄
り
に
構

築
さ
れ

て
い

た
。
カ
マ

ド
の

中
央

こ
焼

土
を
確

認
し
た

。
左

袖
石

の
―

部
が

残
さ
れ

て
い

た
。
周

溝
は

ほ

ず
全

周
す

る
。
1号

ビ
ッ
ト
が
貯

廠
穴

と
思

わ
れ

る
。
南
壁

に
出
入

口
の
よ

)な
張

り
出
し
部

が
あ
る
。
床

面
全
体

が
硬

化
し
て
い
た
。

名
84
85
図

。
甲

斐
型

郭
・
皿
・
甕

、
ロ
ク
ロ
割

が
主

本
的

に
出

土
。
黒

色
郷

、
須

恵
器

然
も
出

上
し
て

′ヽ
る
。
砥

石
が

出
上

し
て

い
る
。

第
34
図

。
住

居
跡

全
体

に
礫

が
散

在
し
て

い
た

。
カ
マ

ド
周

辺
を

中
心

に
遺

物
が

出
土

し
て

い
る
。

lL
西

隅
の

約
1/
4が

調
査

区
外

。
北

東
隅

付
近

に
あ
る

11
8

11
9号

ピ
ッ
ト
は

5号
住

の
壁

外
桂

穴
の

可
能

性
あ

り
。

ζ
ビ
ッ
ト
の

深
さ
は

、
1号

22
 3
cm
、

2号
11
 6
cm
、

3号
9 
4c
m

で
あ
る
。

6号
住

居
跡

縄
文

中
期

後
半

(曽
利

Ⅳ
式

期
)

ε
区

3-
3G
-4
・

4・
5・

3号
周

溝
墓

に
切

ら

差
し
る

不
明

(お
そ

上
く
不
整

な
円

形
)

長
軸

76
5

短
軸

76
5

深
さ

04
5

主
居

跡
中

央
に

2つ
の

炉
、
南

lR
lに

2つ
の

埋
甕

が
あ
る
の

で
、
住

居
跡

ド
2軒

分
あ
る
。
柱

大
の

配
琵

を
見

る
と
、
住

居
の

拡
張

と
考

え
ら
れ

る
。

日
住

居
は

1号
炉
・

1号
埋

甕
を
も
ち

、
主

柱
人

は
2・

11
・

16
・

18
号

ピ
ッ
ト

C、
調

査
区

外
に
も
う
1つ

想
定

さ
れ

、
5本

柱
穴

と
考

え
ら
れ

る
。
新

住

]は
1号

炉
・
2号

埋
甕

を
も
ち

、
2号

炉
と
そ

の
南

側
の

焼
上

が
加

わ
る

と 考
え

ら
れ

る
。
主

柱
穴

は
1・

10
■

5'
17
;ピ

ッ
ト
で

、
調

査
区

外
に
も
う

つ
想

定
さ
れ

、
旧
住

居
と
同

じ
く
5本

柱
穴

と
考

え
ら
れ

る
。
北

lF
lに

短

なヽ
が

ら
も
周

溝
と
思

わ
れ

る
溝

が
あ
る
の

で
、
そ

こ
か

ら
壁

が
立

ち
上

ド
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
1号

炉
は

、
底

部
付

近
に
人
頭

～
拳

大
の
礫

ド
散

在
す

る
程

度
で
あ
り
、
炉

石
は
抜

き
取

ら
れ

た
と
思

わ
れ

る
。
1号

埋
そ
の
北
側

に
は
人
頭

大
の
細
長

い
礫

が
置
か
れ

て
い
た
。
2号

埋
証

は

号
ピ
ッ
ト
に
よ
リ
ー
部

が
削

ら
れ

て
い
た
。
床

面
の

F‐
A化

面
は
確

認
で
き

癸
か
っ
た
。

有
21
・

23
・

24
図

。
94
51
は

1号
埋

疑
、
95
38
は

2

)埋
菱

で
、
ど
ち

ら
も
両

耳
壷

で
あ
る
。
86
89
・

66
0・

91
26
な

ど
壺

形
の

上
器

が
目
立

つ
。
86
89

よ
鍔

に
孔

を
も
つ

右
孔

鍔
付

土
器

で
あ
り
、
内

外

室
に

赤
彩
・

黒
彩

が
見

ら
れ

る
。

と
偶

脚
都

3点
、
土

鈴
1点

が
出

上
し
て

い
る
。

1号
住

に
次

い
で

出
土

数
が

多
い

。
壺
・
有

子
L鍔

寸
上

器
・

土
製

品
・
ミ
ニ

チ
ュ
ア

土
器

と
多

彩
な
器

重
が

出
土

し
て

い
る
。

第
22
図

。
1号

炉
の

や
や

上
層

か
ら
上

偶
2点

・

86
32
が

出
上

し
て

い
る
。
2号

炉
の

や
や

上
層

か

ら
86
60
・

88
64
が

出
上

し
て

い
る
。
土

鈴
は

10
号

ビ
ッ
ト
の

覆
土

か
ら
出

土
し
た
。

手
ピ
ッ
ト
の

深
さ
は

、
1号

76
9伽

、
ウ
号

58
 9
cm
、

3号
16
1

m、
4号

11
9m
、

5号
37
4伽

、
6号

14
 2
cm
、

7号
30
 1
cn
、

十 号
15
 2
cn
、

9号
37
 3
cu
、

10
号

83
 4
cm
、

11
号

26
 8
cm
、

2号
51
 5
cm
、

13
号
20
1枷

、
14
号

14
 5
cm
、

15
号
86
1

n、
16
号

44
 0
cm
、

17
号
98
6卿

、
18
号

43
 8
cm
、

19
号

θ
8c
l、

20
号

14
 4
cm
、

21
号

23
4御

、
22
号

37
 2
cn
、

23

争
13
 2
cl
、

24
号

10
3m
、

25
号

17
 4
cm
、

26
号

27
 0
cn
、

7号
重

9c
II
、

28
号

55
 7
cm
で

あ
る
。

7号
住

居
跡

縄
文

中
期

後
半

(曽
利

Ⅳ
式

期
)

ε
区

1-
4・

H-
5'

1・
4号

周
溝

墓
に
切

ら
れ

る

不
整

な
楕

円

形

長
軸

59
3

短
軸

40
8

深
さ
(0
30
)

主
居

跡
中

央
や

や
北

寄
り
に

炉
跡

が
あ
る
。
一

部
礫

が
残

つ
て

い
た

が
、

大
半

は
4号

周
溝

基
を
作

る
際

に
抜

き
取

ら
れ

た
の

で
あ
る
う
。
南

壁
際

こ
埋

疑
が

あ
る
。

4・
10
号

ビ
ッ
ト
が

主
柱

穴
と
思

わ
れ

る
が

、
他

の
ピ
ッ
ト

と
含

め
て

も
規

則
的

な
配

置
を
し
て

い
な

い
の

で
、
全

体
の

主
柱

穴
の

故
は

不
明

で
あ
る
。
周

溝
は
確

認
で

き
な

か
つ
た
。
床

面
の

硬
化

面
は

確
認

で
き
な
か

つ
た
。

膏
26
図

。
96
67
は

理
甕

で
あ
る
。
7号

住
の

出
上

寅
は

あ
ま
り
多

く
な

い
が

、
■

4号
周

溝
墓

に
よ
つ

f壊
さ
れ

て
い
る
の
で

、
両
周

VH
墓

の
滞

内
出

上
り
中
に

7号
住

由
来

の
遺
物

が
か

な
り
含

ま
れ

て
るヽ
。

第
26
図

。
7号

住
緩

土
か

ら
の

出
土
数

は
あ
ま
り
多

く
な
い

、

と
居

跡
東

側
約

1/
8は

調
査

区
外

で
あ
る
。
そ

こ
は
既

存
の

萱
路

に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。

子
ビ
ッ
ト
の

深
さ
は

、
1号

41
 3
cm
、

2号
9 
3c
n、

3号
33
8

m、
4号

53
0御

、
5号

99
c皿

、
6号

15
 3
em
、

7号
18
 9
tl
、

8

争
89
御

、
9号

18
2側

、
10
号

■
9c
m、

11
号

20
 8
cm
、

12

争
10
 0
cm
、

13
号

33
 0
cE
lで

あ
る
。

8号
住

居
跡

縄
文

中
期

後
半

(曽
利

Ⅳ
式

期
)

'区 '-
2・

D-
2

な
し

不
整

な
円

形

長
軸

82
3

短
軸

(7
15
)

深
さ

04
0

と
居

跡
中

央
や

や
北

寄
り
に

2つ
炉

が
あ

り
、
南

壁
際

と
東

壁
除

に
そ

れ

ど
れ

埋
変

が
あ
る
の

で
、
住

居
跡

が
2軒

分
あ
る
。
柱

穴
の

配
置

を
見

る

:、
住

居
の

拡
張

と
考

え
ら
れ

る
。

日
住

居
は

1号
炉
・

1号
埋

餐
を
も
ち

、
主

柱
穴

は
3・

5・
8'
9'
10
号

ピ
ッ
ト

D5
本

で
あ
る
。
埋

甕
の

位
置

が
出

入
口
と
考

え
ら
れ

る
の

で
、
南

東
側

パ
出

入
口
で

あ
ろ
う
。

折
住

居
は

2号
炉
・
2号

埋
甕

を
も
ち

、
主

柱
穴

は
Ⅲ
24
6・

11
号

ピ
ッ
ト

D5
本

で
あ
る
。
出

入
口
は

南
側

へ
と
変

化
し
て

い
る
。
主

柱
穴

の
掘

り
方

よ
旧

住
居

と
比

べ
大

き
い

。
・
2号

炉
と
も
炉

石
は

抜
き
取

ら
れ

て
い

る
よ
う
で

、
人

頭
大

～
奉

大
の

架
が

散
在

す
る
程

度
で

あ
つ
た

。
ど
ち

ら
の

掘
り
方

も
方

形
で

深
い

の

C、
掘

り
抹 E
撻

状
の

石
囲

炉
で

あ
つ
た

と
思

わ
オ
し
る
。
周

溝
は

、
新

住
居

Dも
の

が
断

続
的

に
確

認
で

き
た

。
旧

住
居

の
周

溝
は

確
認

で
き
な

卜
っ
た
。
床

面
の

硬
化

面
は

確
認

で
き
な
か

っ
た
。

存
30
～

33
図

。
95
97
は

1号
埋

甕
、
95
98
は

2号

里
甕

で
あ
る
。
上

器
の

出
土

数
は

縄
文

住
居

の
中

CI
番

多
い

が
、
土
製

品
は

出
上

し
な

か
っ
た

。

玲
29
図

。
95
31
が

1号
ピ
ッ
ト
の

覆
度

上
層

か
ら
出

土
し
た
。
住

居
中

央
の

床
面

か
ら
や

や
浮

い
た

と

こ
ろ
か

ら
、
89
59
98
98
・

95
42
・

95
07
・

94
26
な

ど

走
形

に
近

い
土
器

が
出

上
し
た
。

子
ピ
ッ
ト
の

深
さ
は

、
1号

86
 2
cm
、

2号
73
8卿

、
3号

74
8

n、
4号

63
 3
cm
、

5号
65
 6
cm
、

6号
71
8御

、
7号

34
 2
cm
、

十 号
79
 3
cn
、

9号
66
3硼

、
10
号
71
6卿

、
11
号

53
 8
cm
、

2号
80
 2
cn
、

13
号

34
 6
cm
、

14
号

64
 4
cm
で

あ
る
。
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9号
住

居
跡

縄
文

中
期

後
半

(曽
利

Ⅳ
式

期
)

'区 ,-
4・

H-
4

4号
周

溝
墓
・

55
号

土
坑
・

6

号
溝

に
切

ら

れ
る

不
明

(お
そ

ら

く
不

整
な

円
形

)

長
軸

65
5

短
軸

45
0

深
さ
(0
44
)

住
居

中
央
や

や
北

寄
り

1こ
炉

が
あ

り
、
南

壁
際

に
埋

甕
が

あ
る
。
炉

の
東

壁
を

中
心

に
炉

石
が

残
っ
て

い
た
。
炉

石
は

大
き
く
て
も
約

46
cn
の

扁

平
礫

で
あ
る
。
主

柱
久

は
1・

8号
で

、
残

り
は

調
査

区
外

に
推

定
さ
れ

る
。
周

溝
は

北
壁

で
わ

ず
か

に
確

認
で

き
た

。
床

面
の

硬
化

面
は

確
認

で
き
な
か
っ
た
。

第
35
'8
6図

。
95
89
は

埋
誕

で
あ
る
。
遺

物
の

出

土
数

は
多

い
ほ

う
で

あ
る
。
4号

周
溝

墓
の

溝
と
55

号
土

坑
に

切
ら
れ

て
い

る
の

で
、
両

者
か

ら
出

土

し
た

縄
文

土
器

は
9号

住
由

来
の

も
の

の
可

能
性

が
あ
る
。

第
35
図

。
住

居
中

央
の

覆
土

上
層

か
ら
の

出
土

が
多

い
。
26
97
は

4号
ピ
ッ
ト
の

や
や

上
か

ら
出

±
し
た
。

住
居

跡
の

東
側

約
1/
4は

調
査

区
外

で
あ
る
。
そ
こ
は

既
存

の
道

路
に

よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。

各
ビ
ッ
ト
の

深
さ
は

、
1号

58
 5
cI
I、

2号
65
 8
cm
、

3号
75
8

Эm
、

4号
17
 9
cm
、

5号
17
 4
cm
、

6号
H2
cm
で

あ
る
。

10
号

住
居

跡

平
安

時
代

(宮
ノ
前

編
年

Ⅶ

期
、
9世

紀
後

半
)

涯 〕
6号

周
溝

墓

を
切

る

不
明

(お
そ

L

く
長

方
形

)

推
定

長
軸

36
5

短
軸

29
0

深
さ

04
0

土
師

器
と
礫

が
ま
と
ま
つ
て

出
上

し
た

周
辺

が
カ
マ

ド
で

あ
つ
た

可
能

性

が
あ

る
。
周

溝
は

調
査

区
壁

の
上

層
観

合
に

よ
り
あ
る
こ
と
は

分
か

つ
た
。

床
面

の
硬

化
面

は
確

認
で

き
な
か

っ
た

。

第
35
図

。
甲

斐
型

甕
を

中
心

に
出

土
。
出

土
数

は

少
な

い
。

第
85
図

。
南

東
隅

と
推

定
さ
れ

る
と
こ
ろ

に
土

器
が

ま
と
ま
っ
て

出
土

。

主
居

跡
の

中
央

に
掘

削
に
よ
る
撹

乱
が

あ
る
。
そ

の
た

め
掘

,過
ぎ

て
し
ま
い

、
調

査
区

壁
の

上
層

で
10
号

住
の

存
在

を

准
認

し
た
。

H号
住

居
跡

縄
文

中
期

後
半

(曽
利

Ⅳ
～
V式

期
)

丞 Ч
,号

周
溝

墓
こ
切

ら
れ

る

不
明

(お
そ

ら

く
不

整
な

円

形
)

推
定

残
存

布査

長
軸

72
1

短
軸

33
9

深
さ

05
0

住
居

中
央

に
炉

が
あ
る
。
他

の
住

居
の

炉
と
比

べ
、
小

さ
く
て

浅
く
、
周

だ

に
礫

も
な

か
つ
た

。
ピ
ッ
ト
は

3つ
確

認
で

き
た

が
、

2・
3号

ビ
ッ
ト
は

住
居

の
推

定
範

囲
よ
り
外

側
に
あ
る
の

で
、
住

居
に
伴

わ
な

い
可

能
性

が
あ

る
。
周

溝
の

よ
う
な

滞
も
あ
る
が

、
推

定
ラ
イ
ン

に
合

わ
な

い
の

で
、
こ
れ

も

住
居

に
伴

わ
な

い
可

能
性

が
あ
る
。
住

居
の

南
側

に
掘

削
に

よ
る
撹

乱
が
あ
る
。
床

面
の

硬
化

面
は

確
認

で
き
な

か
っ
た

。

第
37
・

38
図

。
全

て
蔽

片
資

料
で

、
器

形
が

復
元

で
き
る
も
の

は
な

い
。
曽

利
Ⅳ
・
V式

、
中

期
末

の

土
器

が
多

い
。

第
38
図

。
住

居
西
側

に
多

い
。
稜

土
上
層

出
土

カ
イよ
と
ん
ど
で
あ
る
。

主
居

東
側

約
1/
2は

調
査

区
外

で
あ
る
。
そ

こ
は
既

存
の

道

路
に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。

子
ビ
ッ
ト
の

深
は

、
1号

22
 9
cm
、

2号
10
 9
cm
、

3号
18
 0
cm

で
あ
る
。

1号
周

溝
墓

小
生

後
期

,区 -5
・

J-
5'

-6
号

住
を
切

る
方

形

方
台

部
(1
10
)

浩
幅

21
0～

36
0

溝
深

さ
07
6～

11

方
形

の
lH
が

巡
る
。
そ

の
北

西
辺

か
ら
南

西
辺

に
か

け
て

の
西

側
ヨ
ー

ナ
ー

を
調

査
。
周

溝
墓

東
側

は
調

査
区

外
で

、
既

存
の

道
路

に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。
調

査
区

外
に
か

か
つ
て

い
る
が

、
北

ヨ
ー

ナ
ー

の
方

台
部

側
の

溝
壁

に
張

出
し
状

の
段

が
あ
る
。
滞

内
に

ピ
ッ
ト
が

確
認

で
き
る

が
、
1号

周
溝

墓
に
伴

う
か

ど
う
か

は
不

明
。
埋

葬
主

体
部

は
確

認
で

き

な
力・
っ
た
。

床
生

時
代

後
翔

の
遺

物
は

、
赤

色
塗

彩
さ
れ

た
茎

つ
破

片
の

み
で

、
図

示
で

き
る
も
の

は
な

か
つ
た

。
亀
文

土
器

平
安

土
師

器
の

出
土

は
多

い
。

隣
覆

土
か

ら
の

出
上

が
多

い
。
方

台
部

か
ら
の

出

土
は

少
な

い
。

大
型

の
方

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

同
溝

墓
の

東
側

約
1/
41
よ

調
査

区
外

で
、
既

存
の

道
路

に
よ

り
壊

さ
れ

て
い

る
。
全

体
の

規
模

や
方

台
部

の
規

模
は

不
明

で
あ
る
が

、
5号

周
溝

墓
と
同

規
模

と
思

わ
れ

る
。

2号
周

溝
墓

小
生

後
期

,区 く-
5,
K-
6

34
号

住
に

切
ら
れ

る
方

形

方
台

部
65
0

隣
幅

06
0～

15
6

隣
深

さ
05
2～

O引

方
形

の
溝

が
巡

る
。
南

東
辺

は
3号

周
滞

基
と
共

有
す

る
。
南

コ
ー

ナ
ー

に
掘

り
込

み
の

浅
い

溝
が

あ
り
、
そ

こ
が

陸
橋

部
と
な

る
。
埋

葬
主

体
部

は
確

認
で

き
な

か
つ

た
。

第
65
図

。
弥

生
時

代
後

期
の

壷
獲

の
破

片
が

出
上

。
弥

生
土

器
の

出
土

数
は

少
な

い
。
縄

文
土

器
の

出
土

数
の

方
が

多
い
。

第
65
図

。
北

東
辺

の
濫

か
ら
わ
ず
か

に
出
上

し
て

い
る
。

卜
型

の
方

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

司
溝

墓
の

北
西

側
約

1/
4は

調
査

区
外

に
な

る
。

3号
周

溝
墓

小
生

後
期

'優

こ
-5
・

J-
6・

く-
5・

K-
6

4号
土
坑

に
刀
ら
庁し

る
方

形

方
台

部
42
0

騰
I幅

06
0～

14
0

職
深

さ
03
1～

0烈

方
形

の
澁

が
巡

る
。
西

辺
は

2号
周

溝
墓

と
共

有
す

る
。
南

西
コ
ー

ナ
ー

に
掘

り
込

み
の

浅
い

溝
が

あ
り
、
こ
こ
が

陸
橋

部
と
な

る
。
2号

周
溝

墓
に

伴
う
か

は
不

明
で

あ
る
が

、
方

台
都

中
央

に
87
・
88
号

ビ
ッ
ト
が

規
則

的

な
位

置
に

残
さ
れ

て
い

る
。
埋

葬
主

体
都

は
確

認
で

き
な

か
っ
た
。

第
65
図

。
70
29
は

弥
生

時
代

中
期

の
も
の

。
そ

れ

以
外

は
縄

文
・

平
安

土
器

が
少

数
出

上
。

第
65
図

。
70
29
が

南
西

ヨ
ー

ナ
ー

か
ら
出

土
。

卜
型

の
方

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

司
溝

墓
南

東
側

約
1/
4は

調
査

区
外

で
、
既

存
の

道
路

に

喪
さ
れ

て
い

る
。

4号
周

溝
墓

ホ
生

後
期

〕
優こ

1-
3・

H-
4・

1-
5,
I-
4・

-6

Э
'7
・
9号

住
・

3号
周

溝
墓

を
切

る
、
5号

住
・
6号

溝
に

切
ら
れ

る

方
形

方
台

部
10
50

騰
幅

15
0～

22
0

騰
深

さ
03
2～

0凱

方
形

の
溝

が
巡

る
。
東

ヨ
ー

ナ
ー

と
西

コ
ー

ナ
ー

は
調

査
区

外
。
南

コ
ー

ナ
ー

に
陸

橋
部

が
あ
る
。
埋

葬
主

体
部

は
確

認
で

き
な

か
っ
た
。

第
66
図

。
弥

生
時

代
後

翔
の

壺
・
理

の
破

片
が

出
上
。
弥

生
中

期
の

条
痕

文
土

静
も
出

上
。
縄

文
住

居
を
2軒

壊
し
て

い
る
の

で
、
縄

文
土

器
が

多
数

出
上

。

第
66
図

。
弥

生
時

代
後

期
の

上
器

は
南

東
辺

を

中
心

に
出

上
。
6号

溝
付

近
か

ら
も
出

土
。
完

形
S

や
大

形
の

破
片

は
出

土
し
て

い
な

い
。

大
型

の
方

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

東
コ
ー

ナ
ー

と
西

コ
ー

ナ
ー

は
調

査
区

外
で

、
東

コ
ー

ナ
ー

ま
既

存
の

道
路

に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。

5号
周

滞
墓

赤
生

後
期

,区 i3
・

C-
2・

,-
3・

G-
4

卜
11
号

住
を

刀
る
、
6号

周

曽
墓

と
重

複

ケ
形

ケ
台

部
13
22

善
幅

15
4～

26
0

歳
深

さ
06
5～

10
1

方
形

の
溝

が
巡

る
。
南

策
辺

と
西

ヨ
ー

ナ
ー

の
一

部
は

調
査

区
外

。
撹

乱
に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
の

で
は

っ
き
り
し
な

い
が

、
調

査
区

西
壁

の
上

層
観

察
を

み
る
と
溝

が
西

コ
ー

ナ
ー

に
い

く
に
つ

れ
て

立
ち

上
が

っ
て

い

る
の

で
、
西

コ
ー

ナ
ー

に
陸

橋
部

が
あ
っ
た

と
考

え
ら
れ

る
。
方

台
部

中
央

に
埋

葬
主

体
部

が
lヶ

所
確

認
で

き
た
。
長

軸
約

27
m・

短
軸

約
12
m・

深
さ
約

10
cl
、

長
軸

を
北

西
辺

の
主

軸
と

1ま
ば

平
行

に
し
て

作
ら

れ
て

い
る
。
本

来
は

も
つ

と
深

か
つ
た

で
あ

ろ
う
が

、
削

平
を
免

れ
た

下
層

部
が

残
っ
て

い
た

こ
と
に
な

る
。
埋

葬
主

体
部

の
下

部
に

ビ
ッ
ト
が

3基
確

認
で

き
た

が
、
埋

葬
主

体
吉
Ы
こ
伴

う
か

ど
う
か

は
は

つ
き
り
し
な

い
。
北

コ
ー
ナ
ー

の
方

台
部
側

の
溝
壁

に
張

出
し
状

の
段

が
あ
る
。
地

山
を
削

,残
し
て
作

ら
れ

て
い
る
。

需
70
・

71
図

。
95
33
イ
よ
¢朱

食
!、

95
84
1ま

αk
r1
1、

O0
74
～

10
07
7は

ガ
ラ
ス
玉

の
破

片
で

、
そ

れ
ら

よ
副

葬
品

等
で

あ
る
。
85
98
は

ほ
ば

完
形

の
疑

で

あ
る
。
こ
れ

以
外

は
破

片
で

あ
る
。

第
69
図

。
85
93
が

北
コ
ー

ナ
ー

の
溝

壁
外

側
の

底
部

か
ら
約

17
cm
浮

い
た

状
態

で
出

上
し
た

。
そ

れ
以

外
の

弥
生

時
代

後
期

の
上

器
も
少

な
く
、
出

土
も
ま
ば

ら
で

あ
る
。

第
70
図

。
埋

葬
主

体
部

か
ら
鉄

剣
と
鉄

釧
が

出
上

。
鉄

剣
は

中
央

や
や

南
寄

り
か

ら
出

土
し
、
切

先
を
南

に
し
て

鉄
剣

の
長

軸
と
埋

葬
主

体
部

の
長

軸
を
並

行
す

る
よ
う
に

置
か

れ
て

い
た
。
切

先
は

小
礫

の
上

に
置

か
れ

て
い

た
。
鉄

剣
の

刀
身

約
3/
4は

、
調

査
の

初
期

に
地

山
の

深
さ
を
確

認
し
よ

う
と
し
て
掘

り
起

こ
し
て

し
ま
い

、
原

位
置

を
動

か
し

て
し
ま
っ
た

が
、
か

ろ
う
じ
て

切
先

部
分

が
残

さ
れ

て
い

た
た

め
、
鉄

負
1の

出
上

位
置

が
確

定
で

き
た
。
鉄

釧
は

埋
葬

主
体

部
の

ほ
ぼ

中
央

に
あ

り
、

長
軸

を
埋

葬
主

体
部

の
長

軸
と
は

や
や

ず
れ

た

状
態

で
、
幅

の
狭

い
方

を
北

東
に

し
て

出
土

し

た
。
出

上
し
た

高
さ
は

ど
ち

ら
も
底

面
か

ら
約

7c
m

浮
い

た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ガ
ラ
ス
玉

破
片

の
出

上
位

置
は

、
埋

葬
主

体
部

覆
上
の

上
を
舗

っ
て

発
見

し
た

の
で

特
定

は
出

来
な

い
が

、
10
07
4は

、
セ

ク
シ

ョ
ン
ラ
イ
ン

A―
A'
と

B-
8'

で
4分

割
し
た

う
ち

の
南

西
側

、
10
07
5～

10
07
7

は
南

東
側

の
そ

れ
ぞ

れ
第

1層
か

ら
出

上
し
て

い

る
。

(型
の

方
形

周
滞

墓
で

あ
る
。

打
東

辺
と
西

ヨ
ー

サ
ー

の
一

部
は

調
査

区
外

で
、
南

東
辺

は

元
存

の
道

路
に
よ
り
壊

さ
れ

て
い

る
。
方

台
部

の
一

部
と
南

百
辺

に
掘

削
に
よ
る
撹

乱
が

多
数

あ
る
。



― 一 〇 ⇔ Ｉ

6号
周

溝
墓

休
生

後
期

区

10
号

住
に

切
ら
れ

る
、
5号

周
溝

墓
と
董

複

円
形

円
台

部
73
2

溝
幅

07
0～

10
5

溝
深

さ
03
～

04

円
形

に
溝

が
巡

る
。
周

溝
墓

の
東

側
半

分
を
調

査
。
西

側
半

分
は

調
査

区
外

。
調

査
し
た

中
で

陸
補

著
[は

確
認

で
き
な

か
つ
た
。
埋

葬
施

設
も
確

認
で

き
な

か
つ
た
。

第
74
区

|。
42
83
72
13
は

壺
の

日
縁

部
で

あ
る
。

弥
生

時
代

後
期

の
上

器
の

出
上

は
少

な
い

。

第
74
図

。
42
88
ヤ

21
3と

も
北

側
の

焼
乱

部
か

ら

出
上

し
て

い
る
。

小
型

の
円

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

西
lp
l半

分
は

調
査

区
外

で
あ
る
。
北

側
は

平
安

住
居

の
10

号
住

や
掘

削
に

よ
る
撹

乱
で

壊
さ
れ

て
い

る
。
調

査
区

西
壁

の
上

層
観

察
に

よ
り
、
6号

周
滞

墓
の

北
溝

が
確

認
で

き
た
。

7号
周

溝
墓

休
生

後
翔

区 ・
３

な
し

円
形

円
台

部
(2
85
)

溝
幅

06
4～

07
7

溝
深

さ
03
0～

03
5

円
形

に
溝

が
巡

る
。
周

溝
墓

の
北

東
側

約
1/
5を

調
査

。
他

は
調

査
区

外
。
調

査
し
た

中
で

陸
橋

部
や

埋
葬

主
体

吉
卜
は
確

認
で

き
な

か
つ
た
。

第
74
図

。
96
68
は

変
で

あ
る
。
弥

生
時

代
後

期
の

上
器

は
こ
れ

だ
け
で

あ
る
。

第
71
図

。
調

査
し
た
溝

の
中

央
か

ら
、
上

器
の

主

軸
と
滞

の
主

軸
が

並
行

す
る
よ
う
に

、
日
縁

部
を

北

に
し
て
倒

れ
て

い
た

。
底

面
か

ら
約

2c
m浮

い
た

状

態
で

あ
つ
た
。

小
型

の
円

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

約
4/
5が

調
査

区
外

。
全

体
を
調

査
し
た

訳
で

は
な

い
の

で
、
方

形
に

な
る
可

能
性

も
捨

て
き
れ

な
い

。
隣

り
合

う
8号

周
溝

墓
と
の

前
後

関
係

は
不

明
で

あ
る
。

8号
周

溝
墓

林
生

後
期

「
区

ヤ
ー
3・

H―
コ

6号
住
・
4号

周
溝

墓
を

切

る

方
形

方
台

部
42
6

溝
I幅

03
7～

08
0

溝
深

さ
01
5～

04
0

方
形

に
溝

が
巡

る
。
西

コ
ー

ナ
ー

は
調

査
区

外
。
東

コ
ー

ナ
ー

は
4号

周

溝
墓

に
切

ら
れ

て
い

る
。
南

コ
ー

ナ
ー

に
睦

橋
部

が
あ
る
。
埋

葬
主

体
部

は
確

認
で

き
な

か
っ
た
。

第
74
図

。
22
62
は

櫛
拙

波
状

文
の

変
で

あ
る
。
弥

生
時

代
後

期
の

上
器

は
こ
れ

だ
け
で

あ
る̀

,

第
74
図

。
22
62
が

南
東

it
か

ら
出

土
し
て

い
る
。

小
型

の
方

形
周

溝
墓

で
あ
る
。

西
コ
ー

ナ
ー

は
調

査
区

外
。
東

コ
ー

ナ
ー

は
8号

周
滞

基
に

剪
ら
れ

て
い

る
。

初
め

に
南

東
溝

が
見

つ
か

つ
た

が
、
月

溝
塞

と
は

思
わ

ず
溝

の
実

根
1を

し
て

掘
り
下

げ
て

し
ま
つ
た
。
後

で
拡

張
し
た

範
囲

か
ら
残

り
の

溝
が

見
つ

か
り
、
前

に
調

査
し
た

溝
と
合

わ
せ

て

同
溝

墓
に

な
る
と
判

明
し
た
。
南

西
溝

は
平

面
プ

ラ
ン

が
確

認
で
き
ず

掘
り
下

げ
て
し
ま
っ
た
が

、
調

査
区
西
壁

に
溝

が

確
認

で
き
、
そ
れ

を
基

に
周

溝
墓

の
範

囲
を
推

定
し
た
。

1号
溝

不
明

区ヽ
1号

竪
穴

に

切
ら
れ

る
ま
ば

直
線

状

長
さ
(9

22
)

幅
17
6～

31
0

深
さ
02
6～

04
2

北
側

の
溝

と
南

側
の

溝
と
2本

あ
る
。
土

層
観

察
に

よ
り
北

側
の

溝
が

新
し
い
。
北

側
の

溝
は
調

査
区

中
央

で
途

切
れ

て
い

る
。
南

側
の

溝
は

調

査
区

を
横

断
し
て

い
る
。

平
安

時
代

の
須

恵
器

斐
片

が
出

上
。

辟
に

な
し
。

第
6図

を
み

る
と
、
1号

溝
の

と
こ
ろ

に
地

境
が

走
っ
て

い
る
。

大
字

の
「
夏

秋
」
と「

塚
川

」
と
を
分

か
つ

地
境

で
も
あ
る
が

、
1

号
溝

は
そ

れ
に

伴
う
滞

の
可

能
性

が
あ
る
。

2号
濫

不
明

区 「

4号
士

坑
に

切
ら
れ

る
瓜
状

長
さ
(7
10
)

幅
05
9～

12
1

深
さ
01

0～
01
5

浅
め

の
溝

が
南

に
B彰

ら
む

弧
状

で
調

査
区

を
横

断
す

る
。
途

中
で

4号

土
坑

に
切

ら
れ

る
。

縄
文

土
器
・
弥

生
土
器
・
平
安

土
器

が
少

教
出

土
し
て
い
る
。

時
に

な
し
。

特
に
関
連
性

は
な
い
が

、
2号

満
の
北
側

で
旧
石
器

が
ま
と

ま
つ
て
出

上
し
て
い
る
。

3号
溝

不
明

D区
ど
ッ
トと

重
複

瓜
状

長
さ
(1

23
6)

幅
03
4～

05
5

深
さ
01
6～

02
4

幅
狭

く
や

や
深

め
の

溝
が

酉
壁

か
ら
東

へ
、
雨

に
わ

ず
か

に
張

出
し
な

が
ら
弧

状
に

伸
び

る
。
調

査
区

の
途

中
で

途
切

れ
て

い
る
。

蠅
文

土
器
・
平

安
土

器
が

少
数

出
七

し
て

い
る
。

時
に

な
し
。

1号
溝

が
あ
る
と
こ
ろ
も
、
少

し
ず

れ
る
が

地
境

が
走

る
の

で
、

ぅ
し
か

す
る
と
3号

溝
は

地
境

の
滞

で
あ

る
か

も
し
れ

な
い
。

4号
溝

13
不

明
ε
区

ビ
ッ
トと

重
複

や
や
弧
状

長
さ
(5
92
)

幅
06
3～

12
0

深
さ
00
4～

00
7

幅
広

で
Fk
め

の
溝

が
東

壁
か

ら
東

西
方

向
に

伸
び

、
調

査
区

の
途

中
で

途
切

れ
る
。

縄
文

土
器
・
弥

生
土
器

。 平
安

土
器

が
少

数
出

上
し
て
い
る
。

府
に

な
し
。

形
状

は
不

整
で

あ
る
。
こ
の

付
近

に
地

境
は

な
い

5号
溝

不
明

ε
区

ビ
ッ
ト
と
重

複
萱
線

状

長
さ
(8

85
)

幅
02
5～

05
9

深
さ
00
4～

00
7

電
狭

で
や

や
浅

い
溝

が
束

西
方

向
に

調
査

区
を
横

断
し
て

い
る
。

平
安

土
器

が
少

数
出

上
し
て

い
る
。

貯
に
な

し
。

こ
の

付
近

に
地

境
は

な
い

。

6号
溝

不
明

'区 1-
3・

H-
4・

9号
住

。 4
号

周
溝

墓
・

土

坑
を
切

る

長
さ
12
48

1E
17
4～

23
6

深
さ
06
0～

08
8

幅
広

で
深

め
の

溝
が

南
北

方
向

に
調

査
区

を
横

断
し
て

い
る
。
断

面
形

縄
文

土
器
・
弥

生
土

器
・
平

安
土

器
が

出
上

し
て

い
る
。
特

に
縄

文
時

代
の

住
居

跡
を
壊

し
て

い
る

時
に

な
し
。

断
面

は
V字

状
に

近
く
、
底

部
に

一
段

下
が

る
溝

を
も
つ

。
道

く
、
瓜

司
`で

は
18
狭

の
構

か
一

段
殊

く
lF
ら

れ
て

い
る
。

縄
タタ
く

分
は

9号
住

由
来

の
も
の

で
あ
ろ
う
。

7号
溝

(欠
番

)

8号
鴻

不
明

ε
区

な
し

直
線

状
長

さ
64
7

1属
04
6～

08
0

深
さ
01
0

や
や

I幅
広

で
浅

め
の
溝

が
南
北

に
伸

び
て
い
る
。
調

査
区
を
横

断
す

る
こ
と
は
な
く
、
全

て
が
調

査
区

内
で
あ
る
。
あ
ま
り
長

く
は
な
い
。

電
文

士
器
・
平

安
上

器
が

少
数

出
上

し
て

い
る
。

肘
に

な
し
。

一
部

を
掘

削
に

よ
る
撹

舌
い
こ
壊

さ
れ

て
い

る
。

溝
の

主
軸

が
、

2・
3・

5号
周

溝
墓

の
滞

の
主

軸
と
イま

ば
並

行
し
て

い
る
の

で
、
方

形
周

lt
墓

の
溝

の
一

部
で

あ
っ
た

可
能

性
も
考

え
ら
れ

る
。
周

辺
に

同
規

模
の

溝
は

な
い

。

1号
堅

穴
不

明
区 Ｃ ．

1号
溝

を
切

る

不
明

(不
整

な
長

方
形

か
?)

長
軸

32
4

短
軸

(1
30
)

深
さ

04
3

不
整

形
な
落
ち
込

み
が

2箇
所

あ
る
。
床

面
の
硬

化
面

は
確

認
で
き
な

い
つ
た
。

電
文

土
器

が
1点

出
上

し
た

。
特

に
な

し
。

上
格

不
明

。
住

居
跡

の
可

能
性

も
低

い
。

1号
組

石
弥

生
中

期
区 ・
９

な
し

長
方

形

軸 軸 さ

長 短 深

命
20
～

5c
m大

の
礫

が
長

方
形

に
囲

ま
れ

て
い
る
。
そ
の

中
を
礫

で
埋

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
囲

つ
て
い
る
礫

イま
必
ず

し
も
立
て
ら
れ

て
い
る
訳

0は
な
い
。
礫

の
下

に
焼

土
は
確

認
で
き
ず

、
礫

自
体
も
焼

け
て
い
る
よ

)に
は
見
え
な
か
つ
た
。
掘

り
込

み
も
確

認
で
き
な
か
つ
た
。

ズ
し
。

1号
組

石
自
体

か
ら
の

造
物

の
出

上
は

な
か

つ
た

が
、
周

辺
に

拳
大

の
礫

が
散

在
し
て

い
て

、
そ

の

中
に

10
05
2の

打
製

石
斧

が
あ
っ
た
。
打

製
石

谷
は

出
土

レ
ベ

ル
も

1号
組

石
と
同

じ
だ

つ
た

の
で

、

関
連

性
が

高
い

可
能

性
が

あ
る
。
1号

組
石

の
や

や
雛

れ
た

と
こ
ろ
か

ら
も
弥

生
時

代
前

期
の

条
痕

文
土

器
が

幾
つ

か
出

土
し
て

い
る
。

1号
組

石
は

、
焼

か
れ

た
痕

跡
が

明
確

に
は
残

つ
て

い
な

か
つ
た

が
、
周

辺
の

上
器

や
礫

の
出

土
状

況
を
み

る
と
、
住

居
跡

の
炉

跡
の

可
能

性
が

高
い

。
近

く
に

は
20
・
21
;ピ

ン
ト

が
あ

り
、
そ

れ
ら
を
住

居
に
伴

う
も
の

と
仮

定
す

る
と
、
約
7m

の
住

居
範

囲
が

想
定

で
き
る
。
や

や
大

き
い
感

は
あ
る
が

、
1

号
組

石
を
炉

跡
と
し
た
住

居
跡

の
存

在
を
指

摘
し
て

お
き
た

い
。
残
dな

が
ら
、
調

査
区

壁
で

は
住

居
跡

の
立

ち
上

が
り

が
確

認
で

き
な

か
つ
た
。

1号
炉

跡
亀
文

中
期

後
半

?
区 ・
３

不
整

な
円
形

髯
軸

06
3

豆
軸

05
8

朱
さ
 0
05

戸
の
南

西
側

に
人
頭

大
～

拳
大

の
石

が
並

ぶ
。
列

の
や

や
北

に
離
れ

Cと
こ
ろ
に
も
約

30
cn
大

の
礫

が
1つ

置
か

れ
る
。

蛮
し
。
周

辺
か

ら
は

縄
文

中
期

後
半

の
上

器
が

多

演
出

上
し
て

い
る
。

癸
し
。

註
初

に
礫

の
列

を
検

出
し
た
が
炉

と
分
か

ら
ず

、
図

面
を

とっ
て
か

ら
石

を
取

り
上

げ
少

し
下
げ
て
い
く
と
焼

土
が
確

認
0き

た
の
で
炉

跡
と
断

定
し
た
。
お
そ
ら
く
住

居
の
炉

で
あ
る



土坑名 調査 区 グリッド 長軸 (cm) 備 考

3号上坑

5号 土坑

7号土坑

9号 土坑 B区

11号 土坑 B区

3号土坑 B区 580

15号 土坑 B区 680

B区

19号土坑 A区 960 276 赤生土器 1

A区 (540 273

C区

C区 電文 上器 1

C区 O-8

電文土器 1、 平安±器

T/E安 土器 1

築器 1

安土器

46号 土坑

48号 土坑

亀文土器 平安土器 2

50号 上坑

52号 上坑

54号 土坑 C区 1060 縄文 土坑 、縄 文土器 8、 磨石類 1、

石皿 1

55号 土坑 C区
弥生中期の土坑墓、底部に小型壷
の下半部を埋設、縄文土器■9、 弥

生上器182、 平安土器 13、 石器26

56号 土坑 C区 縄文土坑、縄文土器 8、 弥生土器
と、平安土器 3、 剥片 1

58号 土坑

60号土坑

62号 土坑

64号 土坑

66号土坑

l号ピット

3号ピット

5号ビット

7号ビット

9号ピット

13号ピット

15号ビット

17号ピット

19号ピット

21号ピット

23号ピット

25号ビット

27号 ビット

29号ビット

第4表 土坑・ピットー覧

土尻名 調 査 区 グリンド 長軸 (cm) 短軸 にm) 深さ(cm) 備 考

32号 ビッ C区 360

34号 ピット C区

36号 ビット C区

C区 280

240

M-6

420

340

(2601 91

55号 ビット

(320)

57号ビット

59号 ピット

C区

C区

C区

C区

電文土器 1

73号 ピ
| C区

篭文土器2

75号 ピ C区 L-6

7号ピ C区

79号 ピ C区 K-5

81号ピ
| C区 K-5

33号 ピ C区 I-6

85号 ピ C区

C区 〕-6

C区 I-5

C区 T-5

C区 520

C区 500

C区 l-5

C区

C区

3区 (340

3区

C区

C区 64 0

C区

A区

C区

C区

C区

C区 500

C区

C区

C区

C区 (500:

-107-
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第6表 石器観察表

漬物番号 出上位 置 器 種 石 材 最大長 (硼」 蔵大幅 (IF L 大厚 (ml 備  考

石 緋 黒日程石 (200) 9

5号周鴻基 (溝内) 石 鋲 黒 R審石 (230 (145 凹基無茎。先端 部・片脚欠損 .

5号周滞墓 (溝内) 石 鏃 里
＾

石 (2361 (128 (09) 凹基有茎 (飛行機鏃 )。 片脚・茎部欠損。
7172 5号周瀦墓 (溝内 | 石鏃 黒曜 石 255 147 』基無革 ^

5号周濫 墓 (濃 内 ) 石 練 黒曜 石 175 133 』基無茎.

7685 4号周溝墓 (14内 ) 石 9t 黒 膿 石 1571 15 (02 』基無茎。両脚先端欠損。

8238 6号住 石 鏃 黒 躍 石 』基無茎。
9010 55丹 十坊 石鏃 黒曜石 230 54 1 平来無革ハ弥生 中期の十境から出 十^

9377 8号住 石 gF 剖

一剰

石 (220) (1351 』丞有茎。先端部・両脚・茎都欠損_

10054 5号周溝墓 (溝内) 石 鋲 石 200 11 』基無茎。

C区遺構 外 石 鉄 チャート 123 』基無茎。

10056 石鏃 黒曜石 (177) (1361 (07
10057 3号住 石 鏃 石 (147 』基無茎。先端部・片脚欠損ハ
5865 9号住 楔 形石器 黒 | 石 97 15 上下端部に階段状剥離あり。一部に自然面を残す。

6号住 楔 形石器 黒曜 石 141

9174 6号住 楔形石器 黒曜石 320 395 H5 129 上端部につぶれ・階段状剥離あり。下端部に階段状剥離あり。一部に自
然面を残す。

8号住 樫 形 石 器 黒 躍 石 244 上下端部 に階段 状剥離ありぅ一部に 自然面を残すハ

9368 9号住 楔 形石器 黒曜石 204 230 上端部につぶれ・階段状剥離あり。下端部に階段状剥離あり。一部に自
然面を残す。

10058 楔 形石器 黒曜石 263 上下端部に階段状剥離あり。一部に自然面を残す。
8号住 櫂 形 石 采 黒曜石 272 233 66 上下瑞部 に階段状剥離あり̂ 一部に 自然面を残す .

5791 C区遺構外 肖U老こ 黒 罐 石 352 81 正面右辺 が刃部。一部に 自然面を残すぃ

8号住 削器 黒曜石 478 333 177
正面上端都～左辺～下端部が刃部。上下端部に階段状剥離があるの

で、楔形石器の可能性あり。

2196 C区遺格外 口王痕のある原イ 黒曜石 440 110
正面に平坦剥離による調整加工あり。背面に自然面を残す。折れ面あ
り。

7852 5号周溝墓 (濃内) 川I痕のある原 7 黒曜石 724 正面 裳面に大きめの剥離と平坦剥離による調整加工あり。一部に自然
面を残す。

2206 C区 遺儒外 石核 黒曜石 300 220 247
2回 剥離したのみ。正面右側の剥離が古く、左側の豪1離が新しい。どちら
の景1離もウートラパッセ。正面右側辺を中心に剥片剰離面より新しい小剥

離あり。大部分に自然面を残す。

51 6655 4号周 1昔 菓 (溝 内 ) 石 核 黒 H霊石 217 81 各側 面で 2回ず つの要離をしている^犬都今 に 自然而//残す ^

51 10059 8号住 石 核 黒躍 石 250 打面は打面再生されているぅ大部分 に 自然面を残す
^

51 2019 2;周溝墓 (方台都 ) 石 核 黒 H窪石 370 123
正面上方からの2回の剥離はさほど大きくないので、剥片剥離を目的とし
たものではなく、調整剥離の可能性あり。背面に自然面を残す。

51 8986 8号住 石 核 黒曜石 410 307
剥片剥離の作業面は正面の1面のみ。大きめの剥片を剥離した後は小さ
めの烹1片 、あるいは頭部調整しただけで剥離作業を終了している。周囲
に小剥離痕あり。下端部の剥離は割れ。大部分に自然面を残す。

51 B区遺構外 打 梨 石 斧 1090 435 653 不甦形な短 冊形 _

1号消 打 裂 石 斧 140 195 793 短冊形。

5 5016 4号周溝墓 (溝内) 打製石斧 凝灰 岩 1190 525 1098 奈形。

51 7130 5号周濃墓 (方 台部 ) 打裂石斧 砂 岩 1240 565 1800 礎形 ^一都 に 自然面″残す ^

7324 6号溝 打 梨 石 斧 145 720 楼形 .

5号周溝墓 (滑内) 打 製 石 斧 130 54 0 1401 綾形。背面に自然面を残す。

B区 選構外 打製 石斧 ホルンフェァレス H30 525 822 0冊形^

B区潜橋外 打製石 斧 1270 470 1426 妻形ハ

277 B区遣構外 打 梨 石 斧 10, (555) (260) (1445 壌形。刃部欠損ぅ

7号上坑 打 梨 石 斧 (600Ⅲ (260) (1650 体部片。形態不明。

9号 上坑 打製石斧 頁岩 1150 70 C冊形。
C区議構外 打製石斧 1250 270 2146 整形 ^一部 に 自然面″残すハ

8322 4号周溝羞 (溝内) 打 梨 石 斧 ぶルンフェアレス 1080 535 1065 豆冊形。

7;住 打製石 斧 ホフレンフェアレス (1000 530 245 (15041 醸形。基部欠損。

9号住 打製石斧 頁岩 (905 (440) (160] (595 豆冊形。刃部欠損。
10061 C区激構外 大形 IFI製石犀ヒ 砂 岩 1300 780 255 1986 辞型 ^

C区遺構外 大形 *R製石尾ヒ ホルンフェアレス 870 貰型。

7775 C医遺構外 磨製石今 蛇紋岩 (660) (450 (240) (1384)

刃部片。欠損後、折れ面から右側面にかけて磨り痕があるので、磨石に

振用された。刃部先端につぶれが確認できるので、敲石にも転用され
た。

8329 磨製石斧 蛇紋岩 (580) (605 刃部 片 ^

9532 8号住 磨 梨 石 斧 扉 辰 井 870 (215) (165) 卜型。上 下端が刃部 .下端の刃部一部欠損ハ

9596 6号住 磨 製 石 斧 虻 紋 舛 (6401 (288) 小型。刃部欠損。側辺部に剥離痕あり。再加工か。

9号 上坑 横刃形石零 粘板岩 (895 一部欠損。
C区漬終外 横刃形石器 825 (1900 (4850: 一部 欠損 ^正面 に 自然面力残す .

8828 3号周溝基 (溝内 ) 磨 石 類 密 山井 1310 7430 正面 に凹み 2箇所 、裏面に凹み 1箇 所、上面 に敲打面あリハ

5号周溝墓 (溝内) 磨 石類 安 山岩 1260 正面に凹み2箇所、右側面に凹み2箇所 (ノよヽさな凹み9箇所 )、 裏面に凹

み3箇所あり。

5号周溝墓 (溝内) 磨 石類 安 山岩 1270 4950 正面に凹み6箇所、裏面に凹み4箇所あり。
9551 5号周溝寡 (濫 内 ) 磨石 類 疑灰 岩 [125 正面に凹み 2簡所 、若側 面に磨面 1箇 所 草面に凹み 3箇所あり.

10063 B区 遺樹外 磨石類 玄武岩 (■ 90) (6000)
正面に凹み4箇所・磨面1箇所 (右側面まで及ぶ)、 裏面に凹み1箇所あ
り。

6号土坑 磨石類 安 山井 360 7500 正面に凹み2箇所、右側面に凹み2箇所、裏面に凹み3箇所あり。

5号周溝墓 (方台部 ) 磨石類 安山岩 を240 980 正面に凹み2箇所、右側面に凹み2箇所、左側面に凹み1箇所、裏面に

凹み2箇所あり。

磨 石類 安 山岩 620 3514 正面 に凹み 3箇所 、軍面に凹み 5箇 所あり̂

8435 6号住 磨 石 類 密 山井 910 700 3310 正面 に凹み 3箇所あリハ

8908 7号住 磨 石類 安 山井 1120 680 5000 正面に凹み1箇所あり。

9号住 磨石 類 玄武 岩 1080 870 650 5400 正面に凹み4箇所、裏面に凹み3箇所あり。

磨石 類 安 山岩 1120 1020 7600 正面 に凹み 5簡所 墓面に凹み4箇所あり̂

10064 9号住 磨 石 垣 密 山井 1185 660 425 3654 正面 に凹み 4箇所 、裏面に凹み 6箇 所あり_

B区 遺構外 磨石類 玄武岩 1410 670 5910 正面に凹み5箇所、右側面に凹み3箇所、左側面に凹み2箇所、裏面に

凹み3箇所あり。

2号溝 磨石類 安 山岩 1140 870 0300 正面に凹み2箇所 (小さな凹みの集まり)、 下面に敲打面あり。
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第6表 石器観察表

即脈 遺物番号 出上位 置 器 蘊 石 材 幕大長 ( 大幅(HB 詩大厚 (dJu 菌 量 (ω 備  考

3126 1号周溝 墓 (瀦 内 ) 磨 石 類 安 山岩 1140 5520 正面に凹み3箇所、裏面に凹み3箇所あり。

6046 5号周溝墓 (溝内) 磨石頚 安 山岩 1000 460 3870
正面に凹み3箇所、右側面に凹み3箇所、裏面に凹み 2箇所あり。下端

部欠損。

9340 8号住 磨石頚 安 山岩 1090 960 5600 正面に凹み 3箇所、墓面に凹み 3箇 所あリハ

10065 磨 石 極 玄武 舛 1035 795 500 4950 正面に凹み 2箇所あり。

55 と0066 1号組 石 磨石類 玄武岩 1365 790 650 8130
正面に凹み1箇所、右側面に磨面2箇所、左側面に磨面 1箇所、上面に

敲打面1箇所、下面に敲打面2箇所あり。弥生時代

14号 土坑 磨 石類 安 山岩 870 860 840 6300 に雨 に凹み 1簡所 右側面に凹み 10笛所あり.

54号土坑 磨 石類 扉 反 男 152 0 590 440 4950 正面 に凹み 2箇所あリハ

暦 石 類 安 山岩 960 670 6150 正面 に凹み 2箇 所 、裏面に凹み 1箇所あり。

3831 2号周濫墓 (溝内 ) 磨 石 類 安 山岩 1010 820 490 5100 正面に凹み2箇所、裏面に凹み2箇所あり。

6号住 磨石類 安 山岩 1235 7R0 530 6730 正面 に凹み4箇所・磨面 1簡所、募面に凹み 1箇 所易り.

と0067 1号組石 磨石類 密 山崇 1300 915 495 6200 正面 に凹み 1箇所 、右側面に磨面 1箇 所あり̂

磨 石 類 安 山岩 1136 770 5550 正面に凹み 2箇 所、裏面に凹み4箇所あり。

9号土坑 機 器 姪灰岩 1235 540 410 3422 下端部が刃都。刃部は磨耗している。

717 1号住 礫 器 800 650 390 2192 刃音ほは正面側からの剥離 .

7 7226 9号住 石 核 β灰井 940 [155 505 701 0 正面に求心的な剥離ありぅ一部に小剥離あり。機器 の可能性 あり。

57 9号土坑 石 HR
:山

岩 (78( (770, 1 0100 2つ の破片が接合。

2820 1号周溝墓 (溝内) 石 皿 安 山岩 (1820 (2440) (980) (2.4800 正面にはき出し日のある作業面、裏面に凹み13箇所あり。上半部欠損。

57 6号住 石 皿 安山岩 (16301 (1960) (510) (L6000
正面にはき出し日のある凹みの浅い作業面、裏面に凹み5箇所あり。上

半部欠損。

57 54号土坑 石 冊 密 山井 2070 860 43100 正面 に凹みの浅い作業面、裏面に凹み 2箇 所あり。

57 10073 55号 土坂 石 皿 安 山岩 1820 1720 620 2,0600
正面にはき出し日のある作業面、裏面に凹み10箇所あり。半分に2分割

されていた。弥生中期の土坑から出土。

8084 5号周溝墓 (溝内) 多孔石 安 山岩 1995 295 880 2,8900 正面に凹み2箇所あり。

57 10071 B区遺格 外 チ孔石 安 山岩 1775 050 102 5 23800 正面に凹み 2箇所、右側 面に凹み 2雹所あり̂

57 予 石 密 山井 2695 131 0 37800 正面 に凹み 13箇所、裏面に凹み4箇所あり。

1号組石 打製石 斧 砂 岩 2200 920 380 6760
石鍬。撥形。裏面に自然面を残す。弥生中期の組石遺構の近くから出

土。

10053 5号住 砥 石 砂 岩 (1660 (1595) (1080) (22600 作業面は溝状に3条 凹んでいる。周囲が欠損している。平安住居から出

土。

第7表 5号周溝墓埋葬主体部出土品観察表
司肺 丞 出 十柿 督 界 種 材 暫 大岳 ( 請大幅 (alI 大厚(mm 重 畳 (ご 備  考

埋葬主体都中央
やや南東寄り

鉄剣 欽 370 70
36C

(保存処理後)

刃関双孔をもつ短茎の鉄剣。茎の長さ30HIIl・ 幅10～ 20mll。

孔の径 2DIll。 正面と裏面の一部に鞘の残骸と思われる木質
部あり。正面が上になって出上した。7箇所で折れている。

958コ 埋葬主体部中央 鉄9‖ 鉄 1020 810 500
1598

(保存処理後)

幅6nn前後・厚さ2nullの断面形三角形の1本の鉄材を螺旋状
に巻き上げている。巻き上げは15巻で、上下に端都が確認
できる。土圧で扁平になっている。表面の一部に付着布があ
る。鉄材の外面に稜をもつ。手首側の幅62Hul、 肘側の幅78

10074 埋葬主体部南西側 ガラス玉 ガラス (55) (50) (30) (00890!

ガラス玉の破片。アルカリ石灰ガラス。一部にガラス玉の表

面と7L内表面が残る。引き仲ばし技法により製作された。他
3点より青みが濃い。

10075 埋葬主体部南東側 ガラス玉 ガラス (48) (39) (25) (00332
ガラス玉の破片。アルカリ石灰ガラス。一部にガラス玉の表

面が残る。引き伸ばし技法により製作された。

10076 埋葬主体部南東側 ガラス玉 ガラス (41) (38) (25) (003541
ガラス玉の破片。アルカリ石灰ガラス。一部にガラス玉の表

面が残る。引き伸ばし技法により製作された。

10077 埋葬主体部南東側 ガラス玉 ガラス (45) (28) (27) (00384
ガラス玉の破片。アルカリ石灰ガラス。一部にガラス玉の表
面と孔内表面が残る。引き仲ばし技法により製作された。

第8表 十日石器時代石器属性表

ナイフ形石器

ナイフ形石器

打面再生剥片

二次加工剥片
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第9表 頭無A遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果

判別図法・半J男 1分析からの最終推定結果    判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

推定結果表の見方

右側の表  判別図判別群:半lll叫 図法によつて推定された産地

判別分析と結果が異なるときは叫‖
をつけて示す。

判別分析 :第 1候補産地 …判別分析により推定された産地の第1候補

第2候補産地 中判別分析により推定された産地の第2候補

判別群     候補産地記号
→ 半lll昭 図法による産地と通常は一致する。

距離      試料から候補産地までのマハラノビス距離
→ 値が小さいほど候補産地と類似性が高い。

確率      試料が候補産地に属する確率
→ 1に近いほど類似性が高い。

研究室
年間通番

分析番号 整理番号 推定産地

甑K09-00109 CKN-1 蓼科冷山群

甑K09-00110 御 -2 蓼科冷山群

MK09-00 l CKN-3 l 蓼科冷山群

MK09-00 2 CKN-4 蓼科冷山群

VIK09-00 3 CKN-5 蓼科冷山群

MK09-00 4 CKN-6 蓼科冷山群

MK09-00 5 CKN-7 蓼科冷山群

VIK09‐ 00 6 CKN-8 蓼科冷山群

VII(09-00 7 CKN-9 蓼科冷山群

VIIく09‐00 8 CKN 蓼科浴山群

VIIく09‐00 9 CKN‐ 1 64g 蓼科冷山群

VIIく09-00 CKN‐ 194C 蓼科冷山群

VBく09‐00 1 鰤 蓼科冷山群

VIK09-00 曇 N… 8125 諏訪星 ヶ台群

VIK09-00 3 御 ‐ 5 9202 諏訪星ヶ台群

IヽK09-00 御 960( 蓼科冷山群

VIIく09-00 御 7 拡張 1 諏訪星ヶ台群

MK09-00 CKN 拡張, 蓼科冷山群

半暢げ図
半1男 lla

半暢u分析

第 1

半明咄群

柔補産地

1距離 :確率

第2候補産地

判別群 : 距離 1確率

TSTY TSTY 1571 TSHG 1  31 25
TSTY TSTY TSHG
TSTY TSTY TSHG :  2966
TSTY TSTY 17271   09! TSHG 1  27 46 0 0001

TSTY TSTY 1.35: TSHG 1  27 95
TSTY TSTY 0731 TSHG 1  24 45

TSTY TSTY TSHG 1  27 76
TSTY TSTY 225 TSIG 1  28 12

TSTY TSTY TSHG 1  26 3
TSTY TSTY TSHG 1  28 43

TSTY TSTY TSHG :  4178
TSTY TSTY 097! TSHG :  1924
TSTY TSTY 215 TSHG 1  28 69

SWHD SWHD WD国

SWHD SWHD SBIY  1 130 56

TSTY TSTY 336: TSHG

SWHD SWHD 1863: SBIY  1  80,85

TSTY TSTY 1204 TSHG 1  53 87

SrX10げ (RbISr+YtZIA

第 93図 黒曜石産地推定判別図 2
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第 92図 黒曜石産地推定判別図 1
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第10表 半町別図に用いた産地原石判別群 岱ЫKO SEA 2110L蛍 光X線分析装置による)

赤石山山頂(1)人 号沢AaF頭 (31)人 号沢
(7り 、  黒配の沢(6)幌 加林道(4)

箭砂台 (6)、 iヽ紛台(5)、 春光台(5)

B鹿

斤潟

嬌木

時山(53)小 深沢(54)、
4H餅屋(36)芙 蓉ライト

87) 古峠oO)、 ■屋僑北(83)、 上足稲西(29)

と屋橋南(68)、  J宇御領(18)

(WO)

皇ヶ塔第1鉱 区(36)、 星ヶ塔第2鉱区(36)、 星ヶ台
A(36x星ヶ台Bぃ Ix水月霊園(36)、 水月公FIl

冷山(33)友
=峠

(36)、 麦草峠束(33)、 渋/湯

(29)、    美し森(4)人 ヶ岳7t17x人 ヶ岳998)、

|1奈川

神rF局

隠 岐

第11表 頭無A遺跡出土黒曜石産地組成

エリア 半|1男 J群 記 号 試 料 教 %

不日田OVO)
ブドウ沢 VヽOBD 0

牧ヶ沢 ⅣOMS 0

高松沢 ⅣOTM 0

和 田6VD)

芙蓉ライト vhiDHY 0 0

奮 山 VVDTY 0

小 深 沢 ⅣDKB 0

土犀 橋 北 ⅣDTK 0

土屋橋西 ⅣDTN
土屋橋南 ⅣDTM C 0

古 峠 ⅣDHT 0 0

諏 訪 星ヶ台 SWHD 3 16.67

蓼科

冷 山 rsT/ 8333
双子 山 TSHG 0 0

鷹体 山 TSSB 0

天 城 柏峠 1 AGKT

箱根

畑 宿 HNHI 0 0

駿冶屋 HNKI 0 0

黒岩 橋 HNKI 0 0

上多智 HNKT 0

=ノ
湯 HNAY 0

神津島
R融島 KZOB 0

砂糠崎 KZSN 0

高原 山
甘湯沢 THAY 0 0

七尋 沢 THNH 0 0

新 津 金 津 NTKT 0 0

新 発 田 阪 山 SBIY 0 0

深 浦 人 森 山 HUHM 0

沐ぎ告 出来島 KDDK 0

男鹿
金ヶ崎 OGKS 0 0

脇 本 OGVばM 0 0

ヨヨ弓肇
月 山 HGGS 0 0

今野 )|| HGIN 0

北上川

F居 1群 KKOl 0 0

折 居 2群 KK02 0

折居3群 KK03 0 0

宮崎 湯ノ倉 MZYK 0 0

仙 台
秋保 1群 SDAl 0 0

秋保2群 SDA2 0 0

色 麻 根 岸 SMNG 0 0

塩 雷 塩 雷 港 群 SGSG 0

/Jヽ Y自 折 月審 内 KDOK 0

魚 津 草月上野 UTHT 0 0

高 岡 二上 山 TOFK 0 0

佐 渡
真光寺 SDSK 0 0

金 井 ニ ッ坂 SDKH 0

隠岐

久 見 OKHM 0 0

岬 llr区 OKMT 0

箕 浦 OKMU 0

白滝

8号沢 STHG 0 0

黒曜の沢 STKY 0 0

赤石 山頂 STSC 0 0

赤 井 川 曲 )|| AIMK 0 0

豊 浦 豊 泉 TUTI 0 0

晋 戸 安住 ODAZ 0

十勝 三股 TK卜4M 0

名 寄 布サH NYHA 0 0

旭 )||
高砂台 AKTS 0 0

春 光 台 AKSK 0 0

不明藩 抽 1 NK NK 0

下呂石 GERO 0 0

合 計

佐々木繁喜氏提供試料 (まだ地図には入れていない)

吉森   小泊   折腰内群    KDOK
岩手   北上川  北上折居 1群   KICO l

北上折居2群   KK02
北上折居3群   KK03

官城   宮崎   湯ノ介群    MZYK
色麻   根岸群     SI・ flNO

仙台   秋保 ,群     SDAl
秋保2群     sDA2

塩筵   塩麓群     SCSC

小泊市折腰内(8)

水沢市折居 (36)、 花巻 日形国ノ沢(36)、 石小赤沢(22)

水沢市折居 (23)、 花巻 日形日ノ沢(3)、 雫石小赤沢(2)

水沢市折居 (5)

宮崎町湯ノ倉 (54)

色麻町根岸(48)

仙台市秋保土蔵 (17)  ` |‐ ｀

仙台市秋保土蔵 (35)  ・  
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A区近景 (北から)

図版 1

B区北側近景 (北から)

C区北側近景 (南から) C区南倒近景 (北から)

6号住居跡
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6号住居跡 炉

6号住居跡 1号埋糞 6号住居跡 2号埋萎



図版 2

7号住居跡 7号住居跡 炉

フ号住居跡 埋斐 8号住居跡

8号住居跡 1号炉

募
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8号住居跡 2号炉

8号住居跡 1号埋養 8号住居跡 2号埋甕



9号住居跡

図版 3

9号住居跡 炉

11号住居跡

11号住居跡 55号土坑 遺物出土状況

55号土1坑 埋設土器出土状況① 55号土坑 埋設土器出上状況②



図版 4

1号組石遺構周辺 遺物出土状況① 1号組石遺構周辺 遺物出土状況②

1号組石遺構① 1号組石遺構②

1号周溝墓 (北から) 2号 (奥)E3号 (手前)周溝墓 (東から)

4号周溝墓① (南から) 4号周溝墓② (北から)



5号周溝墓① (西から)

図版 5

5号周溝墓② (南から)

5号周溝墓 埋葬主体部② (東から)

5号周溝墓 埋葬主体部① (北から) 5号周溝墓 埋葬主体部③ (南東から)

鉄剣(手前)と鉄釧(奥)① 鉄剣(左)と鉄釧(右)②



図版 6

5号周溝墓 鉄剣出土状況 5号周溝墓 鉄釧出土状況

5号周溝墓 輩出土状況 6号周溝墓

7号周溝墓 7号周溝墓 甕出上状況

8号周溝墓 1号住居跡



1号住居跡 カマ ド

図版 7

2号住居跡

3号住居跡
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3号住居跡 カマ ド

4号住居跡 4号住居跡 カマ ド

5号住居跡 5号住居跡 カマ ド



図版 8

5号土坑 9号土坑

54号土坑 遺物出土状況① 54号土坑 遺物出土状況②

61号土坑

B区 土坑 ロピッ ト群 C区 土坑・ ピッ ト群



図版 9
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旧石器時代石器



図版 10

6号住 1号埋輩 (9451)

7号住 埋甕 (9667)

2号埋甕 (9538)

8号住 1号 ピッ ト(9531)

9号住 埋甕 (9539)

8号住 1号埋霊 (9597) 8号住 2号埋養 (9598)

8号住 (9541) 8号住 (9542) 8号住 (8959)
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6号周溝墓 (7213)

55号土坑 出土土器55号土坑 (9259)
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遺構外出土弥生土器①



図版 12

暉 ● B
ガラス玉片

鉄釧 B正 面

鉄釧 (9584)

鉄釧 X線写真 (正面)

鉄割I 付着布拡大鉄剣 (9583) 鉄剣 木質部拡大
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